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一
、
は
　
し
　
が
　
き

鎌
倉
時
代
の
言
語
を
綜
合
的
に
記
述
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ
そ
れ
の
文
献
の
性
格
と
そ
の
差
異
を
考
慮
せ
ず
に
、
い
わ
ば
手
当
り
次

第
に
身
近
か
の
文
献
を
取
上
げ
て
個
別
的
に
記
述
し
、
そ
の
積
算
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
雑
駁
の
誹
り
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
り
と
て
、
個
々
の
文
献
の
記
述
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、
時
代
語
の
全
体
像
が
見
え
て
来
に
く
い
。

文
献
の
性
格
の
差
異
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
言
文
二
途
に
別
れ
、
書
き
言
葉
と

話
し
言
葉
の
間
に
開
き
が
大
き
く
な
り
始
め
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
面
か
ら
の
配
慮
が
必
須
と
な
っ
て
く
る
。

（1）

こ
の
時
代
の
文
語
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
氏
に
よ
る
成
書
が
あ
っ
て
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
し
、
当
代
の
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
訓
読
語

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
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に
つ
い
て
細
れ
た
拙
著
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
書
き
言
葉
の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
向
へ
の
更
な
る
展
開
が
期
待
せ
ら
れ

る
所
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
話
し
言
葉
の
研
究
は
、
成
書
は
無
論
、
組
織
だ
っ
た
考
察
も
殆
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
部
分

的
に
は
、
軍
記
物
や
高
僧
の
書
簡
な
ど
に
「
談
話
語
」
と
か
「
口
頭
語
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
断
片
的
な
事
象
に
止
ま

（3）

っ
て
い
る
。
又
、
『
口
語
法
別
記
』
で
文
法
面
か
ら
、
文
語
に
対
す
る
口
語
語
彙
を
群
書
中
よ
り
広
く
拾
い
集
め
た
中
に
、
当
代
語
に
関
す
る

も
の
も
少
く
は
な
い
が
、
資
料
と
し
た
文
献
の
写
本
自
体
の
時
代
考
証
に
欠
け
、
文
献
の
性
格
の
差
異
へ
の
配
慮
も
少
か
っ
た
。

抑
も
、
鎌
倉
時
代
に
話
し
言
葉
が
存
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
そ
れ
を
対
象
と
し
て
取
上
げ
組
織
立
っ
た
考
察

を
す
る
と
な
る
と
、
如
何
な
る
文
献
が
資
料
と
し
て
堪
え
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
字
に
書
き
止
め
ら
れ
て
、
今
日
に
遺
存
す
る
文
献
は
、

基
本
的
に
は
書
き
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
文
献
か
ら
話
し
言
葉
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
に
見
え
る
。
し
か
し
、
書
き
言

葉
で
記
さ
れ
た
文
献
と
い
え
ど
も
、
全
部
が
書
き
言
葉
だ
け
で
終
始
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
中
に
は
、
い
わ
ば
〝
話
し
言
葉
的
書
き
言

葉
〟
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
期
待
さ
れ
る
の
は
、
物
語
の
中
の
会
話
文
や
、
文
章
全
体
が
会
話
を
基
調
と
し
て
成
立
し
た
言
語
作

品
で
あ
る
。
こ
の
会
話
の
部
分
に
現
れ
た
用
語
が
、
当
時
の
口
頭
語
そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
口
頭
語
に
基
く
書
き
言
葉
で
あ
る
の
か
、
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
、
地
の
文
の
用
語
と
は
位
相
的
な
差
異
が
あ
り
、
口
頭
語
の
証
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
を
、
口
頭
語
に
最
も
近
い
も
の
乃
至
は
口
頭
語
そ
の
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

当
代
の
言
語
作
品
の
会
話
文
の
用
語
に
は
、
推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」
の
よ
う
に
、
既
に
清
少
納
言
が
そ
の
言
語
批
評
で
「
文
に
か
い
て

（4）

い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
と
評
価
し
、
実
際
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
も
会
話
文
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
口
頭
語
」
　
「
話

（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
と
ば
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」
の
よ
う
に
、
藤
原
定
家
が
判
詞
の
中
で
「
俗
人
之
語
」
に
聞

↑
と
評
し
、
実
際
の
当
代
の
作
品
で
も
会
話
文
や
書
簡
な
ど
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
中

世
語
と
呼
ば
れ
る
語
や
用
法
が
会
話
文
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



こ
の
中
世
語
は
、
鎌
倉
時
代
の
言
語
を
、
広
義
の
時
代
語
か
ら
区
別
し
て
、
狭
義
の
「
鎌
倉
時
代
語
」
を
認
め
る
場
合
の
手
懸
り
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
中
世
語
に
は
、
助
動
詞
「
ウ
」
や
「
夕
」
、
代
名
詞
「
ド
コ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
現
代
の
口
語
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
源
と
見
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
を
拡
大
解
釈
し
強
調
す
れ
ば
、
狭
義
の
「
鎌
倉
時
代
語
」
は
、
当
時
の
口
頭
語
に
近
い
乃
至
は
口
頭
語
そ
の
も

の
で
あ
る
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
狭
義
の
「
鎌
倉
時
代
語
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
、
当
時
の
口
頭
語
の
研
究

の
当
面
の
処
置
と
し
て
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。

（6）
前
稿
に
お
い
て
、
狭
義
の
「
鎌
倉
時
代
語
」
と
は
、
〝
前
代
ま
で
に
無
か
っ
た
言
語
が
鎌
倉
時
代
と
い
う
時
代
に
初
め
て
生
成
し
た
も
の
〃

と
考
え
た
。
中
世
語
が
、
前
代
に
は
無
く
当
代
に
な
っ
て
生
じ
た
も
の
と
い
う
通
説
に
従
え
ば
、
こ
の
考
え
方
で
支
障
は
な
さ
そ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
当
代
の
口
頭
語
を
研
究
対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
「
ム
ズ
」
の
よ
う
に
会
話
文
の
用
語
と
し
て
平
安
時
代
か
ら
引
続
い
て
用
い
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
狭
義
の
　
「
鎌
倉
時
代
語
」
を
右
の
よ
う
に
限
定
し
て
、
そ
れ
の
み
を
取
上
げ
る
場
合
に
は
、
口
頭
語
の
対
象

か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
も
の
も
生
ず
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
考
え
る
に
、
中
世
語
と
目
さ
れ
た
語
が
、
真
に
当
代
の
新
生
の
語
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
も
再
検
討
の
要
が
あ
る
。
若
し
、
そ
れ
ら
の
語
が
、
前
代
に
も
あ
り
、
当
代
に
そ
の
使
用
場
が
変
化
し
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
文
献
に
姿
を
現
し
易
く
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
な
ら
ば
、
狭
義
の
「
鎌
倉
時
代
語
」
の
定
義
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
鎌
倉
時
代
譜
の
研
究
の
う
ち
、
口
頭
語
の
資
料
を
求
め
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
会
話
文
と
そ
れ
に
準
ず
る
文
章
の
用
語
に

着
目
し
手
懸
り
と
す
る
。
前
稿
と
の
係
り
か
ら
、
先
ず
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
の
用
語
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
の
用
語

前
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
副
助
詞
「
バ
シ
」
を
取
上
げ
て
、
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
十
例
が
拾
わ
れ
、
十
例
が
総
て
会
話
文
又
は
思
惟

文
の
中
に
限
っ
て
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
広
く
鎌
倉
時
代
の
諸
種
の
言
語
作
品
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
「
バ
シ
」
の
現
れ
る
文
献

が
片
仮
名
文
で
あ
り
、
し
か
も
片
仮
名
文
に
は
総
て
に
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
片
仮
名
文
の
中
で
も
現
れ
る
文
献
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
言
及

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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し
、
更
に
、
「
日
常
の
口
頭
語
が
強
く
反
映
す
る
場
面
に
現
れ
る
」
こ
と
を
説
い
た
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
の
中
に
、
当
時
の
日
常
の
口
頭
語
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
山
田
孝
雄
博
士
が
義
仲
の
用
語
を
例

（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
し
て
指
摘
さ
れ
、
戦
後
で
は
佐
藤
喜
代
治
博
士
が
推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
に
言
及
し
た
所

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
又
は
思
惟
文
に
だ
け
用
い
ら
れ
て
、
地
の
文
に
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
語
を
、
延
慶
本
平
家
物
語
か
ら
拾
う
と
、

助
詞
・
助
動
詞
・
連
語
等
に
つ
い
て
、
管
見
で
は
次
の
諸
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

l
、
推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」

2
、
副
助
詞
「
バ
シ
」

3
、
間
投
助
詞
「
ナ
」

4
、
禁
止
の
助
詞
「
ソ
」

5
、
願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」

6
、
完
了
の
助
動
詞
「
タ
」

7
、
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」

8
、
打
消
の
助
動
詞
「
ナ
ム
ジ
」

9
、
代
名
詞
「
ド
コ
」

1
0
、
連
語
「
コ
サ
ン
ナ
レ
・
コ
サ
ン
メ
レ
」

1
1
、
連
語
「
サ
ル
こ
テ
モ
」

1
2
、
連
語
「
ナ
ニ
シ
ニ
」

今
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
例
示
し
、
若
干
の
説
明
を
加
え
る
。



1
、
推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」

こ
の
「
ム
ズ
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
一
部
を
掲
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
別
の
例
を
示
す
。
（
用
例
の
所
在
は
、
汲
古
書
院
覆
製
本
に
よ
り
、

そ
の
丁
数
と
表
・
裏
の
別
と
行
数
と
を
示
す
）

中
二
モ
徳
大
寺
一
大
納
言
こ
テ
才
覚
優
長
シ
家
重
代
ニ
テ
被
越
料
シ
コ
ソ
不
便
ナ
リ
シ
カ
　
「
定
テ
御
出
家
ナ
ト
ヤ
有
ラ
勾
勾
ラ
ム
」
ト

世
人
申
ア
ヒ
ケ
レ
ト
モ
此
世
中
ノ
成
ラ
ム
様
ヲ
モ
見
パ
テ
ム
ト
思
給
ケ
レ
ハ
籠
居
シ
給
テ
（
一
本
、
六
十
四
オ
2
）

判
官
是
等
－
壷
ケ
ル
ハ
「
サ
リ
ト
モ
鎌
倉
こ
モ
相
斗
ハ
ル
ゝ
旨
有
勾
勾
ラ
ム
且
ハ
西
国
二
恩
ヲ
セ
勾
別
所
ソ
　
穴
賢
我
二
離
ル
ナ
」
ト
宣

ケ
ル
程
二
鎌
倉
ヨ
リ
判
官
可
被
打
ト
云
聞
ア
リ
　
（
六
末
、
七
オ
4
）

佐
藤
喜
代
治
博
士
は
例
数
を
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
筆
者
ら
の
調
査
で
は
、
ム
ズ
（
終
止
形
）
・
ム
ズ
ル
　
（
連
体
形
）
ム
ズ
レ
　
（
巳
然
形
）
を

合
わ
せ
て
全
三
七
四
例
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
全
例
が
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
地
の
文
に
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。

尚
、
「
ム
ズ
」
「
ム
ズ
ル
」
「
ム
ズ
レ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、
「
オ
ズ
」
「
引
ズ
ル
」
「
剖
ズ
レ
」
と
表
記
し
た
三
例
が
あ
る
。

「
…
牛
頭
馬
頭
ノ
杖
棚
土
ハ
サ
イ
ナ
マ
レ
給
ワ
オ
刻
ラ
フ
ハ
」
ト
テ
院
ノ
御
所
ヲ
左
サ
マ
ニ
バ
ニ
ラ
ミ
テ
（
二
末
、
ニ
八
ウ
2
）

「
・
和
殿
ヲ
ハ
御
曹
司
二
申
テ
助
引
力
叫
ソ
」
ト
云
テ
樋
口
ヲ
中
二
取
籠
テ
（
五
本
、
三
五
オ
6
）

「
少
老
共
コ
ソ
心
苦
ケ
レ
終
こ
ハ
一
所
こ
コ
ソ
ス
マ
セ
珂
利
巧
」
ト
ノ
ミ
ナ
ク
サ
メ
シ
カ
ハ
　
（
五
本
、
九
五
オ
7
）

三
例
と
も
、
会
話
文
の
中
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
地
の
文
で
は
「
ム
ト
ス
」
が
使
わ
れ
る
。

軍
兵
馬
ノ
轡
ヲ
並
へ
テ
大
衆
神
輿
ヲ
先
ト
シ
テ
押
入
ム
ト
ス
ル
間
　
心
ヨ
リ
外
ノ
狼
籍
出
来
テ
武
士
ノ
放
ツ
矢
十
禅
師
ノ
御
輿
ニ
タ
ツ

（
一
本
、
九
八
オ
3
）

「
サ
ラ
バ
切
レ
」
ト
テ
六
条
川
原
へ
引
出
テ
切
ラ
ム
ト
ス
ル
ニ
伐
ラ
ム
土
石
者
一
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
（
六
末
、
一
九
オ
3
）

（9）

地
の
文
で
は
、
ム
ト
ス
は
全
部
で
一
〇
九
例
が
拾
わ
れ
る
。
こ
れ
に
ム
ト
セ
（
未
然
形
）
・
ム
ト
シ
（
連
用
形
）
を
加
え
る
と
総
計
一
七
九
例
と

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
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な
る
。
2
、
副
助
詞
「
バ
シ
」

副
助
詞
バ
シ
は
全
巻
を
通
し
て
、
十
例
だ
け
が
用
い
ら
れ
、
総
て
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
で
指

摘
し
、
そ
の
全
例
を
掲
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
例
示
を
省
略
す
る
。

3
、
間
投
助
詞
「
ナ
」

（10）

こ
の
「
ナ
」
は
、
山
田
孝
雄
博
士
が
感
動
助
詞
と
さ
れ
た
も
の
で
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
は
全
部
で
二
十
五
例
が
拾
わ
れ
る
。
総
て
会
話

文
又
は
思
惟
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

内
府
ト
カ
ク
シ
テ
申
宥
タ
リ
シ
カ
ハ
「
七
代
マ
テ
ノ
守
ノ
神
ト
ナ
ラ
ム
ト
手
ヲ
合
テ
泣
三
旦
シ
事
ハ
忘
給
タ
ル
刃
　
人
ハ
ミ
メ
貝
ノ
ナ

タ
ラ
カ
ナ
ル
ヲ
ハ
人
ト
ハ
申
ヌ
ソ
恩
ヲ
知
ヲ
以
テ
人
ト
ハ
中
ソ
　
ワ
殿
ノ
様
ナ
ル
者
ヲ
コ
ソ
人
ノ
皮
ヲ
キ
タ
ル
畜
生
ト
ハ
イ
へ
（
中
略
）
只

今
直
二
承
候
へ
シ
」
　
ト
宣
ケ
レ
ハ
　
（
一
束
、
二
一
ウ
7
）

遠
景
ヲ
召
テ
佐
宣
ヒ
ケ
ル
ハ
「
木
曽
ノ
次
郎
ニ
ア
ヒ
テ
云
ワ
ム
ヤ
ウ
ハ
ヨ
刃
『
平
家
内
ニ
ハ
違
勅
ノ
族
也
外
ニ
ハ
相
侍
ノ
敵
也
（
中
略
）
ヤ

カ
テ
押
寄
テ
勝
負
ヲ
決
ス
へ
シ
』
ト
タ
シ
カ
三
石
へ
シ
面
二
マ
ケ
テ
ィ
ワ
メ
カ
云
カ
タ
シ
カ
二
間
ケ
」
ト
テ
足
立
新
三
郎
清
経
ト
云
雑

色
ヲ
サ
シ
ソ
へ
テ
遣
シ
ケ
リ
（
三
末
、
一
三
ウ
9
）

の
よ
う
で
あ
る
。

4
、
禁
止
の
助
詞
「
ソ
」

（n）

禁
止
を
表
す
「
ナ
…
ソ
」
の
「
ナ
」
を
表
現
せ
ず
、
「
ソ
」
の
み
で
禁
止
を
表
す
用
法
が
一
例
あ
る
。
次
の
よ
う
に
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
若
君
宣
ケ
ル
ハ
「
父
ノ
御
故
二
命
ヲ
失
ワ
ム
事
歎
カ
セ
給
外
」
ト
母
上
ヲ
ナ
ク
サ
メ
給
へ
ハ
是
ヲ
聞
給
テ
母
上
モ
乳
母
モ
イ
ト
ゝ
声
モ
情

ス
泣
レ
ケ
リ
　
（
六
末
、
二
六
オ
1
0
）



確
例
と
し
て
は
、
こ
の
一
例
が
拾
わ
れ
る
。

5
、
願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」

（12）

願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」
は
、
三
十
七
例
が
あ
り
、
総
て
、
会
話
文
か
思
惟
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

大
介
云
ケ
ル
ハ
「
サ
カ
シ
キ
冠
者
ノ
云
事
哉
　
今
ハ
日
本
国
ヲ
敵
二
テ
打
死
ニ
セ
ム
ト
思
ワ
ム
ス
ル
三
岡
ハ
名
所
ノ
城
ニ
テ
コ
ソ
死
列
外

可
先
祖
ノ
間
ユ
ル
館
こ
テ
討
死
シ
テ
ケ
リ
ト
コ
ソ
平
家
ニ
モ
聞
カ
レ
中
外
外
項
」
ト
云
ケ
レ
ハ
尤
可
然
ト
テ
衣
笠
城
二
籠
ニ
ケ
リ
（
二

末
、
七
二
オ
1
・
2
）
　
（
「
思
ワ
ム
」
の
「
ワ
ム
」
は
七
一
丁
裏
の
丁
末
と
七
二
丁
表
の
丁
始
と
で
重
複
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
）

サ
テ
申
ケ
ル
ハ
「
弓
矢
取
ノ
郎
従
ノ
主
ノ
馬
ヲ
ヌ
ス
ミ
テ
主
ノ
敵
討
二
趣
ム
事
（
略
）
マ
シ
テ
同
僚
ニ
ハ
シ
列
到
ヌ
事
ナ
レ
ト
モ
佐
々

木
殿
ノ
盗
ハ
ア
エ
物
ニ
モ
シ
列
の
（
略
）
元
服
袴
着
ノ
時
ハ
横
座
ニ
ス
へ
マ
ヒ
ラ
ス
へ
キ
程
ノ
盗
哉
」
ト
テ
打
ツ
レ
テ
ソ
咲
ケ
ル
（
五
本
、

一

〇

ウ

7

・

8

）

「
母
二
ハ
只
今
離
マ
ヒ
ラ
セ
ナ
ム
ス
何
ク
ニ
モ
父
ノ
オ
ワ
シ
マ
サ
ム
所
へ
ソ
参
り
列
判
」
ト
宣
ケ
ル
ニ
ソ
イ
ト
ゝ
哀
二
思
シ
ケ
ル
（
六
末
、

二
七
オ
2
）

一
人
称
の
願
望
を
表
し
て
い
る
。

6
、
完
了
の
助
動
詞
「
夕
」

（13）

完
了
の
助
動
詞
「
タ
リ
」
の
転
化
し
た
「
タ
」
が
六
例
あ
る
。
終
止
形
と
連
体
形
の
用
法
で
あ
り
、
こ
の
用
法
は
会
話
文
の
中
に
あ
る
。

シ
バ
ラ
ク
有
テ
門
ヲ
叩
ク
「
誰
ソ
」
ト
間
へ
ハ
「
鳥
羽
ヨ
リ
女
房
ヲ
只
今
夜
打
入
テ
殺
シ
奉
り
列
」
ト
申
ス
（
二
末
、
一
六
ウ
1
）

義
仲
是
ヲ
聞
テ
申
ケ
ル
ハ
「
筑
後
守
貞
能
力
寮
後
ノ
軍
セ
ム
ト
テ
帰
上
列
ナ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
弓
矢
ヲ
取
習
サ
コ
ソ
ハ
有
へ
ケ
レ
相
構
ヘ
テ
生

取
ニ
セ
ヨ
」
ト
ソ
下
知
シ
ケ
ル
　
（
三
末
、
七
七
オ
4
）

根
井
又
立
出
テ
使
ノ
雑
色
ニ
「
猫
殿
ノ
参
り
列
ト
ハ
何
事
ソ
ト
云
御
料
ニ
シ
カ
ラ
セ
給
」
ト
云
ケ
レ
ハ
　
（
四
、
三
六
ウ
2
）

木
曽
「
何
カ
ゝ
ケ
時
ニ
マ
イ
列
二
物
マ
ヒ
ラ
セ
テ
ハ
可
有
益
…
塩
平
茸
モ
ア
リ
ツ
ト
ク
く
」
ト
云
ケ
レ
ハ
　
（
四
、
三
六
ウ
1
0
）

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
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四
六

山
田
孝
雄
博
士
は
、
「
そ
の
終
止
形
連
体
形
を
「
タ
」
と
せ
る
も
の
あ
り
と
見
ゆ
」
と
し
て
義
仲
に
関
す
る
三
例
を
挙
例
し
、
「
こ
れ
後
の
時

代
に
　
「
タ
」
と
い
ふ
助
動
詞
の
生
ず
る
基
を
な
せ
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
説
か
れ
た
。

7
、
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」

推
量
の
助
動
詞
「
む
」
　
の
転
化
し
た
「
ウ
」
は
、
次
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
「
ウ
」
と
も
「
フ
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
フ
」
　
の
表
記

か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
昔
価
は
、
回
か
ら
進
ん
で
既
に
母
音
の
国
に
変
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ウ
」
が
四
例
、
「
フ
」
が
五
例
、
計
九
例

あ
る
。
終
止
形
と
連
体
形
の
用
法
で
あ
り
、
総
て
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
…
人
二
頸
ハ
シ
切
ラ
レ
叫
ト
テ
不
覚
ノ
人
哉
」
ト
云
ケ
レ
ハ
　
（
二
末
、
三
八
オ
8
）

「
サ
ル
へ
カ
ラ
引
人
ノ
娘
カ
ナ
云
合
セ
ム
」
ト
思
（
三
本
、
二
七
ウ
3
）

「
…
今
度
ノ
合
戦
二
義
仲
ヲ
カ
タ
セ
ウ
ー
カ
タ
セ
シ
バ
併
ラ
殿
原
ノ
計
ナ
リ
何
様
二
有
へ
キ
ャ
ラ
ム
」
と
宣
ケ
レ
ハ
　
（
三
末
、
三
〇
オ
5
）

ホ
コ
リ

「
…
十
善
ノ
王
位
二
誇
タ
フ
ト
モ
黄
泉
ノ
旅
二
出
ナ
オ
後
ハ
牛
頭
馬
頭
ノ
杖
柳
こ
ハ
サ
イ
ナ
マ
レ
給
ワ
フ
ス
ラ
フ
ハ
」
ト
テ
（
二
末
、
二

八
ウ
1
）

8
、
打
消
の
助
動
詞
「
ナ
ム
ジ
」

打
消
の
助
動
詞
「
ナ
ム
ジ
」
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
一
例
あ
り
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

経
正
泣
主
申
ケ
ル
ハ
　
「
経
正
十
一
歳
卜
申
シ
年
ヨ
リ
此
御
所
二
初
参
仕
テ
（
略
）
一
日
二
二
度
参
ス
ル
ロ
バ
候
シ
カ
ト
モ
不
参
ノ
日
ハ
候
り
刃

勾
珂
二
今
日
都
ヲ
罷
出
テ
以
テ
西
鎮
ノ
旅
泊
ニ
タ
ゝ
ヨ
ヒ
（
略
）
機
1
嫌
ヲ
顧
候
ワ
ス
推
参
仕
テ
候
」
ト
泣
≧
申
テ
（
三
末
、
八
二
ウ
8
）

こ
の
「
ナ
ム
ジ
」
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
博
士
は
、
「
そ
の
意
に
於
い
て
明
に
打
消
の
意
あ
り
。
両
、
上
の
「
候
フ
」
が
未
然
形
の
「
候
ハ
」

と
な
れ
る
を
見
れ
ば
、
ま
す
〈
疑
を
容
る
べ
か
ら
ず
。
か
く
て
考
ふ
る
に
「
シ
」
は
「
キ
」
の
連
体
形
と
見
え
た
れ
ば
、
打
消
は
「
ナ
ム
」

に
存
す
る
も
の
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
こ
れ
よ
り
古
に
未
之
に
該
当
す
る
語
を
発
見
せ
ず
。
近
世
に
「
云
々
セ
ナ
ン
ダ
」
「
行
カ
ナ

ン
ダ
」
な
ど
い
ふ
「
ナ
ン
ダ
」
は
恐
ら
く
こ
の
「
ナ
ン
シ
」
　
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
見
え
た
れ
ど
、
今
は
た
之
を
解
決
す
べ
き
正
当
な
る



（14）

見
解
を
得
ず
」
と
説
か
れ
た
。
こ
の
語
も
亦
、
会
話
文
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

9
　
代
名
詞
「
ド
コ
」

代
名
詞
「
ド
コ
」
も
次
の
よ
う
に
一
例
が
拾
わ
れ
る
。

蔵
人
緋
二
成
リ
テ
「
己
ハ
下
瀬
ナ
レ
ア
ラ
サ
ツ
ナ
ノ
振
舞
カ
ナ
弓
矢
取
者
ハ
大
刀
刀
二
テ
コ
ソ
勝
負
ハ
ス
レ
〓
叫
ナ
ル
者
ノ
ツ
フ
テ
ヲ
以

テ
敵
ヲ
打
様
ヤ
ハ
ア
ル
」
　
ト
云
ケ
レ
ハ
　
（
六
末
、
四
六
オ
3
）

蔵
人
の
会
話
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

1
0
、
連
語
「
コ
サ
ン
ナ
レ
・
コ
サ
ン
メ
レ
」

「
コ
サ
ン
ナ
レ
」
は
「
こ
コ
ソ
ア
ル
ナ
レ
」
　
の
転
、
「
コ
サ
ン
メ
レ
」
は
「
こ
コ
ソ
ア
ル
メ
レ
」
　
の
転
と
さ
れ
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
そ
の

（15）

例
の
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
コ
サ
ン
ナ
レ
」
は
、
二
十
六
例
が
拾
わ
れ
る
。

佐
井
七
郎
ハ
タ
ト
ニ
ラ
マ
へ
テ
「
サ
テ
ハ
和
君
ハ
弘
資
二
ハ
ア
タ
ハ
ヌ
敵
コ
サ
ム
ナ
レ
聞
タ
ル
ラ
ム
物
ヲ
承
平
将
門
討
テ
名
ヲ
揚
シ
俵
藤

太
秀
郷
力
八
代
末
葉
上
野
国
佐
井
七
郎
弘
資
」
　
ト
名
乗
ケ
レ
ハ
　
（
三
本
、
八
二
ウ
5
）

根
井
木
曽
ニ
ク
ワ
シ
ク
語
ク
リ
ケ
レ
ハ
木
曽
「
サ
テ
ハ
人
コ
サ
ム
ナ
レ
イ
テ
サ
ラ
バ
見
参
セ
ム
」
ト
テ
中
納
言
ヲ
奉
大
下
出
合
ケ
リ
（
四
、

三
六
ウ
7
）

「
武
士
ヲ
ハ
誰
ト
カ
云
シ
」
ト
間
ケ
レ
ハ
「
北
条
四
郎
ト
コ
ソ
申
候
ツ
レ
」
ト
云
ケ
レ
ハ
「
サ
テ
ハ
北
条
ナ
ラ
バ
安
キ
事
コ
サ
ム
ナ
レ
ヤ
カ

テ
行
向
テ
尋
見
ム
」
ト
テ
ヒ
ラ
足
駄
ハ
キ
ナ
カ
ラ
出
ニ
ケ
リ
（
六
末
、
三
〇
ウ
7
）

こ
の
よ
う
に
、
二
十
六
例
が
総
て
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
サ
ン
メ
レ
」
は
、
七
例
が
拾
わ
れ
る
。

入
道
是
ヲ
見
給
テ
「
不
思
議
ノ
事
哉
何
物
ナ
ル
ラ
ム
」
ト
思
ヒ
給
へ
ト
モ
少
モ
サ
ハ
カ
メ
鉢
こ
テ
「
己
レ
等
ハ
何
二
物
ソ
ア
タ
コ
平
野

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
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ノ
天
狗
メ
等
コ
サ
ム
メ
レ

ナ
二
ト
浄
海
ヲ
タ
フ
ラ
カ
ス
ソ
罷
退
キ
候
へ
」
ト
有
ケ
レ
ハ
（
二
中
、
二
五
ウ
3
）

欄
刀
持
タ
ル
男
ノ
師
盛
ノ
頸
ヲ
切
ラ
ム
ト
テ
ヨ
テ
申
ケ
ル
ハ
「
カ
ネ
付
サ
セ
給
テ
候
ハ
平
家
ノ
一
門
ニ
テ
オ
ワ
シ
マ
シ
候
コ
サ
ム
メ
レ
名

乗
七
給
へ
」
師
盛
宣
ケ
ル
ハ
「
己
二
蓮
テ
名
乗
ル
マ
シ
キ
ソ
後
二
人
二
間
へ
」
ト
テ
名
乗
給
ワ
ス
（
五
本
、
七
七
オ
4
）

こ
の
よ
う
に
、
七
例
が
総
て
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

1
1
、
連
語
「
サ
ル
二
テ
モ
」

「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
は
「
然
り
」
の
連
体
形
に
「
ニ
テ
」
と
「
モ
」
が
付
い
た
連
語
で
あ
り
、
「
モ
」
が
「
ハ
」
に
入
れ
替
っ
て
「
サ
ル
ニ
テ

ハ
」
、
更
に
音
転
化
し
て
「
サ
ル
デ
ハ
」
（
法
華
百
座
間
書
抄
・
建
保
四
年
写
草
案
集
）
と
も
用
い
ら
れ
る
語
と
同
類
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語

に
は
、
「
サ
ル
ニ
テ
モ
」
の
形
が
十
一
例
見
ら
れ
る
。
や
は
り
総
て
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
に
限
ら
れ
て
い
る
。

文
学
「
不
思
議
ノ
事
コ
サ
ム
ナ
レ
　
サ
ル
ニ
テ
モ

5
）

内
府
「
猿
ニ
チ
モ
大
納
言
ヲ

二
四
オ
7
）

［
寛
］

ハ
何
ニ
ト
シ
テ
ケ
ル
ヤ
ラ
ン
　
今
ノ
程
二
ハ
死
罪
流
罪
ニ
ハ
ヨ
モ
及
ハ
レ
シ
」
ト
思
召
テ
見
廻
給
へ
ハ
（
一
末
、

イ
カ
ナ
ル
人
ソ
世
ノ
末
物
語
こ
モ
セ
ム
」
ト
思
テ
立
還
テ
見
ケ
レ
ハ
（
二
末
、
三
五
ウ

資
盛
ヲ
モ
心
ヲ
置
テ
打
解
給
ハ
サ
リ
ツ
ル
ニ
「
サ
テ
ハ
投
レ
身
給
。
ケ
ル
事
ノ
悲
サ
ヨ
　
サ
ル
ニ

ハ
武
里
涙
ヲ
押
テ
申
ケ
ル
ハ
　
（
五
末
、
五
四
ウ
9
）

第
二
例
に
は
、
同
じ
会
話
文
の
中
に
「
コ
サ
ム
ナ
レ
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

1
2
、
連
語
「
ナ
二
シ
l
こ

シ

「
ナ
ニ
シ
こ
」
は
、
「
何
」
に
「
為
」
と
助
詞
「
1
こ
の
付
い
た
疑
問
の
意
を
表
す
連
語
で
あ
り
、

テ
モ
云
置
給
事
ハ
無
リ

シ
欺
」
ト
間
給
へ

音
転
化
し
て
「
ナ
ジ
l
こ
（
中
山
法
華
経

寺
本
三
教
指
帰
注
・
解
脱
門
義
聴
集
記
）
と
用
い
ら
れ
る
語
と
同
類
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
は
「
ナ
ニ
シ
ニ
」
の
形
で
四
例
が
見
ら
れ
る
。

総
て
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
に
限
ら
れ
て
い
る
。



入
道
宣
ケ
ル
ハ
　
「
ナ
こ
シ
こ
上
リ
タ
ル
ソ
」
と
間
給
ケ
レ
ハ
　
（
一
本
、
六
五
ウ
1
0
）

マ
シ
テ
乳
人
珂
噴
ノ
女
房
ノ
心
中
押
ハ
カ
ル
ソ
例
へ
ン
方
ナ
キ
「
ナ
ニ
シ
ニ
此
マ
テ
来
テ
目
ノ
前
ニ
ミ
ツ
ラ
ン
」
ト
テ
足
ス
リ
ヲ
シ
テ
モ

タ
へ
コ
カ
ル
　
（
六
本
、
六
七
ウ
8
）

地
の
文
に
は
見
ら
れ
ず
、
又
「
ナ
ジ
l
こ
　
の
形
も
見
ら
れ
な
い
、

以
上
の
、
1
推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」
か
ら
1
2
連
語
「
ナ
こ
シ
1
こ
ま
で
を
、
会
話
文
又
は
思
惟
文
に
用
い
ら
れ
る
か
、
地
の
文
に
用
い

ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
用
例
数
を
表
に
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
語
が
、
地
の
文
に
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
の
う
ち
、
禁
止
の
助
詞
「
ソ
」
、
打
消
の
助
動
詞
「
ナ
ム
ジ
」
、

代
名
詞
「
ド
コ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
の
み
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
に
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
の
方
に
現
れ
た
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
語
性
が
三
語
と
も
中
世
に
な
っ
て
生
じ
た
と
さ
れ
る
語
で
あ
り
、
所
謂
、
中
世
語
と
目
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
に
お
い
て
、
他
の
、
完
了
の
助
動
詞
「
タ
」
、
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
、
連
語
「
コ
サ
ン
ナ
レ
」
「
コ
サ
ン
メ
レ
」
に
通
ず
る
。
従
っ
て
、

用
例
が
一
例
し
か
な
い
右
の
三
語
も
、
「
タ
」
「
ウ
」
「
コ
サ
ン
ナ
レ
」
「
コ
サ
ン
メ
レ
」
と
同
類
の
、
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
に
の
み
用
い
ら

れ
る
語
群
の
中
に
入
れ
て
扱
っ
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
十
二
種
の
語
群
が
、
中
世
（
院
政
期
を
含
め
る
）
に
な
っ
て
初
め
て
文
献
に
現
れ
る
か
、
或
い
は
平
安
時
代
（
院
政
期
を
除

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

く
）
　
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
、
通
説
に
よ
っ
て
何
と
個
に
二
分
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

何
中
世
に
な
っ
て
初
め
て
文
献
に
現
れ
る
語

バ
シ
　
ソ
　
タ
シ
　
タ
　
ウ
　
ナ
ム
ジ
　
ド
コ
　
コ
サ
ン
ナ
レ
・
コ
サ
ン
メ
レ

㈲
平
安
時
代
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語

ム
ズ
　
ナ
　
（
間
投
）
　
サ
ル
ニ
チ
モ
　
ナ
ニ
シ
ニ

先
ず
、
何
の
諸
語
に
つ
い
て
、
中
世
の
文
献
か
ら
そ
の
古
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
は
周
知
の
例
が
多
い
。
　
「
バ
シ
」
は
、
明

恵
上
人
と
そ
の
同
行
の
関
係
資
料
に
多
く
見
ら
れ
、
文
麿
二
年
（
一
二
三
五
）
に
明
恵
上
人
の
弟
子
の
長
円
が
筆
録
し
た
却
療
忘
記
に
十
四
例

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
稿
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
更
級
日
記
（
菅
原
孝
標
女
撰
述
、
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
以
降
成
立
）
　
の

下
衆
の
中
家
の
「
あ
や
し
の
を
の
こ
」
　
の
会
話
文
中
に
「
釜
は
し
も
」
と
あ
る
「
は
し
」
が
、
平
安
貴
族
の
発
言
部
に
で
は
な
く
、
そ
の
生

活
圏
外
に
あ
る
一
般
大
衆
の
下
衆
男
の
発
言
部
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
鎌
倉
時
代
の
「
バ
シ
」
が
口
頭
語
と
し
て
会
話
文
の
中
に
現
れ
、

（16）

口
頭
語
の
中
で
も
俗
語
的
な
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
に
通
ず
る
と
す
れ
ば
、
既
に
平
安
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

禁
止
の
「
ソ
」
は
、
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
に
「
人
前
ニ
テ
髪
ケ
ツ
外
ト
云
」
と
用
い
ら
れ
た
の
が
確
例
で
あ
り
、
今
昔
物
語
集
や

梁
塵
秘
抄
の
用
例
の
傍
証
と
な
る
。
福
島
邦
道
氏
は
「
主
に
会
話
文
に
用
い
ら
れ
院
政
鎌
倉
期
に
は
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
入
る

（17）

と
相
当
広
い
範
囲
で
行
わ
れ
、
そ
の
命
脈
は
江
戸
時
代
ま
で
保
た
れ
て
い
た
」
と
説
か
れ
た
。
狭
衣
物
語
に
見
ら
れ
る
三
例
（
乃
至
四
例
）
は
、

狭
衣
物
語
の
成
立
年
時
が
未
詳
で
あ
る
上
に
、
現
存
本
文
が
鎌
倉
時
代
以
降
の
転
写
本
で
テ
キ
ス
ト
上
に
問
題
も
あ
る
か
ら
確
例
と
し
難
い

が
、

お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

く

　

－

　

　

　

　

た

　

い

心
も
な
げ
に
思
ひ
て
申
せ
ば
、
（
狭
衣
）
　
「
く
は
や
、
い
た
う
憎
み
そ
」
と
て
、
立
ち
出
で
給
ふ
ま
～
に
（
巻
四
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、

三
九
〇
頁
）

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

こ

大
弐
、
「
さ
め
侍
り
ぬ
。
ま
づ
、
な
を
く
」
と
聞
え
さ
す
れ
ば
、
（
狭
衣
）
「
今
さ
へ
、
あ
ま
り
ね
ぢ
け
が
ま
し
う
な
ら
は
し
給
判
。
心



か
は

も
と
な
く
は
、
ま
づ
代
り
し
て
よ
」
と
の
給
へ
ば
　
（
巻
四
、
同
右
本
、
四
〇
四
貢
）

ち

　

　

　

く

る

　

　

　

　

　

　

　

お

ぼ

　

い

　

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

ガ

　

と

尼
君
の
「
御
心
地
の
い
と
ゞ
苦
し
き
に
、
い
と
か
う
思
し
入
り
そ
。
（
略
）
あ
な
ゆ
ゝ
し
」
と
て
、
抱
き
取
り
た
て
ま
つ
る
を
（
巻
四
、
同

右
本
、
四
六
〇
貢
）

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

も

の

近
く
侍
人
々
は
、
「
あ
さ
ま
し
き
事
か
な
」
「
か
ゝ
る
物
ま
ね
び
（
な
）
せ
剖
」
と
の
み
、
か
た
み
に
言
ひ
さ
ゝ
め
け
ど
（
巻
三
、
同
右
本
、

二
五
九
貢
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
四
例
日
の
例
は
、
底
本
の
内
閣
文
庫
蔵
本
に
は
「
な
」
が
無
く
禁
止
の
「
ソ
」
の
例
と
な
る
が
、
同
系
の

諸
本
に
は
「
な
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
四
例
が
総
て
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
作
者
を
藤
子
内
親
王

の
宣
旨
、
源
頼
国
女
（
寛
治
六
年
二
〇
九
二
）
残
）
と
し
、
内
閣
文
庫
蔵
本
の
本
文
が
原
本
の
字
句
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
禁

止
の
「
ソ
」
も
既
に
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

タ

　

セ

　

　

ノ

　

こ

願
望
の
「
タ
シ
」
は
、
千
五
百
番
歌
合
の
定
家
の
判
詞
「
錐
レ
聞
二
俗
人
之
語
－
未
レ
詠
二
和
歌
之
詞
一
也
」
で
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
文

レ

献
に
多
く
の
例
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
栄
花
物
語
の
古
本
系
第
一
種
本
の
梅
沢
本
に
よ
る
と
、

御
ふ
み
あ
り
「
け
さ
は
な
ど
や
が
て
ね
く
ら
し
お
き
ず
し
て
お
き
て
は
ね
増
引
ゝ
る
ゝ
ま
を
ま
つ
」
と
あ
り
殿
の
御
ま
へ
の
御
く
ち
つ

き
と
し
る
く
お
ぼ
さ
る
　
（
巻
十
四
、
十
丁
1
7
行
）

と
あ
る
。
和
歌
で
は
あ
る
が
、
「
殿
御
前
の
御
口
付
」
の
手
紙
文
の
中
に
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
潮
っ
て
、
宇
津
保
物
語
の
国
譲
上
の
、
藤

壷
が
若
宮
に
出
し
た
返
事
の
手
紙
文
に
も
、

ひ

ご

ろ

あ

や

　

な

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

こ

と

日
頃
は
怪
し
う
悩
ま
し
う
の
み
侍
り
て
い
か
な
ら
ん
と
心
細
き
心
地
な
ん
。
（
参
）
り
た
き
事
に
な
ん
侍
り
け
る
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）

と
あ
っ
て
、
「
春
宮
の
お
そ
ば
に
参
り
た
い
」
の
意
で
用
い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
異
本
で
も
「
志
り
た
き
」
（
流
布
本
）
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
や
は
り
「
た
き
」
と
あ
る
。
現
存
本
が
い
ず
れ
も
近
世
の
写
本
で
元
禄
以
前
に
滞
り
得
な
い
所
に
難
が
あ
る
が
、
万
葉
集
の
「
振
痛
袖
」

（
九
六
五
）
、
「
恋
痛
」
（
一
三
〇
）
を
「
振
り
増
剖
袖
」
「
恋
ひ
ね
割
」
と
読
む
説
に
合
せ
て
、
顧
み
る
要
が
あ
る
。
前
稿
で
は
、
上
代
の
こ
の

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

古
態
が
遺
存
し
て
、
平
安
時
代
の
口
頭
語
の
世
界
に
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
、
「
俗
人
之
語
」
と
し
て
文
献
に
現
出
し
た
と
い
う
筋

も
考
え
ら
れ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ

タ

　

　

　

　

　

　

マ

カ

リ

コ

エ

ン

タ

カ

ウ

ニ

完
了
の
助
動
詞
「
タ
」
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
、
「
着
二
摺
衣
勇
」
「
罷
二
越
　
江
州
一
」
な
ど
、
終
止
形
と
連
体
形
の
用
法
が
計
三
例
あ

キ

ヌ

ノ

ワ

タ

イ

レ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

8

）

り
、
息
心
抄
建
久
五
年
（
二
九
四
）
写
本
の
「
純
絹
　
袴
」
を
古
例
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
諸
例
が
知
ら
れ
る
。
『
口
語
法
別
記
』
に
引
く

「
金
葉
和
歌
集
」
（
大
治
元
（
二
二
六
）
、
二
年
成
）
の
例
は
「
北
」
と
の
懸
詞
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
が
更
に
古

例
と
な
る
。

推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
は
、
極
楽
願
往
生
歌
の
「
イ
ブ
カ
ワ
カ
レ
引
」
が
冠
沓
を
揃
え
る
為
の
技
巧
に
出
た
も
の
と
し
て
も
、
打
開
集
の

マ

ホ

ラ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

コ

ロ

）

－

貴
人
の
会
話
中
に
あ
る
「
守
　
」
に
よ
っ
て
、
院
政
初
期
に
は
そ
の
例
が
知
ら
れ
、
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
の
「
死
サ
フ
ト
ハ
セ
ス
」

か
ら
は
回
に
転
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

打
消
の
助
動
詞
「
ナ
ム
ジ
」
は
、
院
政
期
以
前
の
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
延
慶
本
平
家
物
語
で
も
孤
例
で
あ
る
。

ト
コ
ニ
カ
ユ
キ

「
ド
コ
」
は
、
将
門
記
承
徳
三
年
二
〇
九
九
）
点
の
「
何
　
往
」
が
古
例
と
し
て
知
ら
れ
、
梁
塵
秘
抄
の
九
例
の
「
ど
こ
」
の
裏
付
け
と

な
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
「
ド
ノ
」
「
ド
レ
」
「
ド
チ
」
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
コ
ソ
ア
ド
の
ド
系
の
語
群
の
一
つ
と
し
て
「
ド
コ
」
の
用
い
ら

れ
た
こ
と
が
分
る
。

レ

「
コ
サ
ン
ナ
レ
」
「
コ
サ
ン
メ
レ
」
は
、
諸
事
表
白
鎌
倉
初
期
写
本
に
「
カ
ウ
ハ
被
レ
申
ケ
ル
コ
サ
メ
レ
」
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
元
々
年

写
本
に
「
全
分
売
キ
コ
サ
ン
ナ
レ
ト
云
ハ
」
と
用
い
ら
れ
る
の
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
よ
り
早
い
例
で
あ
る
。

次
に
、
㈲
の
平
安
時
代
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
語
に
つ
い
て
み
よ
う
。

「
ム
ズ
」
は
、
枕
草
子
一
九
五
段
（
三
巻
本
）
の
物
語
の
言
語
批
評
の
条
に
「
と
文
字
を
う
し
な
ひ
て
、
た
だ
「
い
は
む
ず
る
」
「
里
へ
い
で

（19）

ん
ず
る
」
な
ど
い
へ
ば
、
や
が
て
い
と
わ
ろ
し
」
と
あ
る
の
で
知
ら
れ
、
口
頭
語
と
し
て
、
吉
田
金
彦
氏
が
詳
説
さ
れ
、
佐
藤
喜
代
治
博
士

（20）

も
「
話
こ
と
ば
に
用
ゐ
」
「
特
に
く
だ
け
た
い
ひ
方
に
用
ゐ
て
ゐ
る
」
と
説
か
れ
た
。
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
平
安
中
期
（
十
世
紀
前



半
）
の
角
筆
の
訓
点
に
も
、
四
例
総
て
「
ム
ズ
」
で
あ
り
、
「
ム
ト
ス
」
が
見
ら
れ
な
い
。
角
筆
の
訓
点
に
当
時
の
口
頭
語
が
反
映
し
た
も
の

（21）

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

間
投
助
詞
の
「
ナ
」
に
は
、
独
詠
的
な
和
歌
や
感
動
丈
に
用
い
ら
れ
て
詠
嘆
を
表
す
場
合
と
、
聞
き
手
を
め
ざ
し
て
発
言
の
意
図
や
内
容

を
持
ち
か
け
訴
え
か
け
る
場
合
と
が
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ナ
」
は
、
聞
き
手
に
訴
え
か
け
、
念
を
押
し
、
確
認
を
求
め
る
後
者
の

用
法
で
あ
る
。
全
例
が
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
ナ
」
が
対
話
的
、
外
向
的
な
性
格
の
語
で
あ
る
こ
と
に
係
っ
て
い

る
。
こ
の
用
法
の
「
ナ
」
は
、
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
語
の
性
格
上
、
会
話
文
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
使
用
例
は
極
め
て
少
く
、
し
か
も
総
て
会
話
文
に
限
っ
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
管
見
で
は
、
源
氏
物
語
に
一
例
、
栄
花
物
語
に
二
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
源
氏
物
語
で
は
、
乙
女
巻
の
内
大
臣
の
会
話
文

に
見
ら
れ
、
栄
花
物
語
で
も
、

さ
て
あ
け
た
れ
ど
お
は
せ
ぬ
よ
し
を
奏
せ
さ
す
　
「
出
家
し
た
る
か
　
さ
る
に
て
も
只
今
は
都
の
う
ち
を
は

く
く
あ
さ
れ
ノ
＼
」
と
宣
旨
し
き
り
也
（
梅
沢
本
に
よ
る
）
（
巻
五
、
六
丁
4
行
）

な
る
べ
き
に
あ
ら
ず
　
よ

「
さ
る
に
て
も
お
と

ゝ
は
か
う
や
は
い
ま
す
が
る
べ
き
お
ゝ
や
け
の
御
う
し
ろ
み
は
い
か
な
る
人
の
す
る
わ
ざ
ぞ
　
な
で
う
さ
る
事
を

み
て
た
ゝ
に
あ
る
人
か
あ
る
」
な
ど
い
と
お
ど
ろ
く
し
う
む
つ
か
ら
せ
給
（
巻
二
十
二
、
二
十
二
T
1
2
行
）

の
よ
う
に
会
話
文
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
サ
ル
ニ
チ
ハ
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
の
和
文
に
お
い
て
、
管
見
で
は
、
源
氏
物
語
に
二
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
若

紫
巻
で
は
尼
の
会
話
、
滞
標
巻
で
も
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
ヨ
）

院
政
期
の
法
華
百
座
間
書
抄
で
は
、
「
コ
レ
コ
リ
後
力
本
ヤ
フ
レ
テ
不
見
　
サ
ル
テ
ハ
私
語
也
」
と
注
記
し
て
、
親
本
に
あ
っ
た
説
経
の
講
師

の
用
語
と
は
全
く
異
質
の
、
法
隆
寺
本
の
抄
写
者
の
用
語
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
恐
ら
く
抄
写
者
の
日
常
の
口
頭
語
が
反
映
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
サ
ル
デ
ハ
」
の
「
デ
」
は
「
ニ
テ
」
が
転
化
し
た
、
中
世
語
と
さ
れ
、
現
代
語
に
伝
え
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
こ
の
中

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
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世
語
の
「
デ
」
が
、
そ
の
日
常
の
口
頭
語
に
現
れ
出
て
い
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

今
昔
物
語
集
に
は
、
「
サ
ル
ニ
テ
モ
」
が
六
例
、
「
サ
ル
ニ
テ
ハ
」
が
一
例
、
い
ず
れ
も
本
朝
の
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
「
サ

ル
ニ
テ
モ
」
の
四
例
は
会
話
文
、
他
の
三
例
も
会
話
に
準
ず
る
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
で
も
、
建
保
四
年
写
の
草
案
集
に
「
サ
ル
デ
ハ
」
が
三
例
、
「
サ
ル
ニ
テ
ハ
」
が
一
例
あ
る
。
草
案
集
は
「
澄
憲
法
印
言
説
ナ
リ
」

の
注
記
が
見
え
、
天
台
系
の
法
会
に
際
し
て
の
唱
道
文
を
集
め
た
と
さ
れ
、
文
章
全
体
が
語
り
口
調
を
基
調
と
し
て
い
る
。
諸
種
の
中
世
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
サ
ル
：
テ
モ
」
は
、
古
本
説
話
集
（
梅
沢
本
）
に
二
例
、
沙
石
集
（
慶
長

十
年
古
活
字
本
）
に
二
例
、
無
名
草
子
（
岩
波
文
庫
所
収
本
）
に
一
例
あ
る
が
、
総
て
会
話
文
又
は
思
惟
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
サ
ル
こ
テ
モ
」

「
ナ
ニ
シ
ニ
」
も
、

頭
の
中
将
の
、

ん
の
た
ま
ふ
、

（22）

に
関
す
る
こ
れ
ら
の
事
柄
は
別
に
説
い
た
所
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
和
文
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
使
用
さ
れ
る
場
が
限
ら
れ
て
お
り
、
会
話
文
か
又
は
思
惟
文
に
用
い
ら
れ
る
。

ご

と

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

に

す
ず
ろ
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
、
い
み
じ
う
い
ひ
お
と
し
、
「
何
し
に
人
と
は
め
け
ん
」
な
ど
、
殿
上
に
て
い
み
じ
う
な

き

と
聞
く
に
も
は
づ
か
し
け
れ
ど
（
枕
草
子
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
八
二
段
。
『
校
本
枕
冊
子
』
に
よ
る
に
、
こ
の
箇
所
、
三

巻
本
、
能
因
本
系
諸
本
「
な
に
L
に
」
。
但
し
「
慶
な
と
し
に
」
）

蔵
人
な
に
が
し
を
御
つ
か
ひ
に
て
、
「
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
い
ら
せ
給
へ
」
と
あ
る
を
、
お
ぼ
し
も
か
け
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
お
ど
ろ
き
給
て
、

「
到
吋
u
吋
め
す
ぞ
」
と
ゝ
ひ
給
へ
ば
、
「
ま
う
さ
せ
給
べ
き
こ
と
の
候
に
こ
そ
」
と
中
を
（
大
鏡
、
師
芦
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
底

本
、
東
松
本
）
）

弘
徴
殿
の
女
房
「
あ
な
ね
た
、
何
u
吋
見
つ
ら
む
な
」
と
云
け
り
（
栄
花
物
語
巻
五
、
梅
沢
本
）

の
よ
う
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
平
安
時
代
の
和
文
に
お
け
る
「
な
に
L
に
」
の
用
例
数
を
、
会
話
文
（
思
惟
文
を
含
む
）
か
地
の
文
か
で
示

す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

竹
取
物
語

会
話
文
　
1
　
　
地
の
文
　
0



宇
津
保
物
語
　
　
　
　
　
　
会
話
文

落
窪
物
語
　
　
　
　
　
　
会
話
文

枕
草
子
（
能
困
本
に
よ
る
）
会
話
文

014101

大
鏡
栄
花
物
語

讃
岐
典
侍
日
記

会
話
文
　
2

会
話
文
　
2

会
話
文
　
1

地
の
文
　
0

地
の
文
　
0

地
の
文
　
0

地
の
文
　
0

地
の
文
　
0

地
の
文
　
0

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
軍
記
物
語
や
説
話
集
に
お
い
て
も
、
平
治
物
語
に
一
例
、
古
本
説
話
集
に
一
例
、
発
心
集
に
二
例
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
会
話
文
の
中
に
あ
る
。

一
方
、
会
話
文
で
は
な
い
が
、
用
語
全
体
に
口
頭
語
の
良
く
反
映
し
て
い
る
文
献
に
は
、
会
話
文
以
外
の
場
面
に
　
「
ナ
ニ
シ
ニ
」
が
現
れ

る
。
院
政
期
の
梁
塵
秘
抄
に
は
、

清
太
が
つ
く
り
し
か
り
か
ま
を
な
に
L
に
と
ぎ
け
む
や
き
け
ん
つ
く
り
け
む
　
（
三
七
〇
番
）

う
か
ゐ
は
く
や
し
か
る
、
な
に
L
に
い
そ
い
で
あ
さ
り
け
む
　
（
四
四
〇
番
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
に
一
例
あ
る
、

サ
モ
ト
思
（
フ
）
事
ヲ
ハ
木
母
ハ
ウ
ナ
ヅ
ク
、
刃
功
J
l
ト
思
（
フ
）
ヲ
ハ
ウ
ナ
ヅ
カ
ス
　
（
三
十
六
丁
オ
2
）

の
　
「
ナ
ジ
l
こ
　
は
、
「
ナ
ニ
シ
こ
」
が
音
転
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
文
や
古
辞
書
・
音
義
に
　
「
ナ
ニ
シ
こ
」
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
論
、
和
歌
、
物
語
の
堤
中
納
言
物
語
、
日

記
・
紀
行
の
海
道
記
、
東
関
紀
行
、
十
六
夜
日
記
、
随
筆
の
方
丈
記
、
徒
然
草
に
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
「
ナ
ニ
シ
l
こ
は
口
頭
語
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
会
話
文
に
現
れ
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
も
会
話
文
か
口
頭
語
を
反

映
す
る
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

㈲
の
平
安
時
代
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
語
は
、
平
安
時
代
に
も
そ
の
使
用
さ
れ
る
場
面
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
会
話
文
（
又
は
思
惟

文
）
　
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

前
節
に
お
い
て
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
　
に
の
み
用
い
ら
れ
る
十
二
種
の
語
群
を
、
伺
中
世
に
な
っ
て
初
め
て
文

献
に
現
れ
る
か
、
㈲
平
安
時
代
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
二
分
し
た
が
、
両
者
に
は
果
し
て
質
的
な
差
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か

に
、
㈲
の
「
ム
ズ
」
「
ナ
」
「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
「
ナ
こ
シ
ニ
」
は
、
平
安
時
代
で
も
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
、

何
の
中
に
も
、
「
バ
シ
」
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
和
文
の
語
例
を
解
釈
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
下
衆
の
会
話
に
用
い
ら
れ
た

と
見
ら
れ
、
㈲
に
移
る
こ
と
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
禁
止
の
「
ソ
」
も
、
狭
衣
物
語
の
成
立
年
時
や
本
文
字
句
の
検
討
の
結
果
に
よ
っ

て
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
会
話
文
に
は
用
い
ら
れ
た
例
と
な
り
、
個
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
希
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」
も
同
断
で
あ
る
。

何
の
他
の
語
は
、
音
転
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
し
い
語
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
音
変
化
が
何
時
か
ら
生
じ
た
の
か
、
平
安
時
代
に
は
全

く
無
か
っ
た
の
か
、
有
っ
て
も
文
献
に
現
れ
難
か
っ
た
の
か
、
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
会
話
文
か
そ
れ
に
係
る
口

頭
語
の
反
映
す
る
文
献
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
口
頭
語
の
世
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
音
変
化
が
生
じ
易
か
っ
た
こ
と
が

考
え
う
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
回
と
㈲
と
の
間
に
は
本
質
的
な
差
は
な
く
、
む
し
ろ
会
話
文
中
乃
至
は
口
頭
語
の
反
映
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
性
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
鎌
倉
時
代
の
延
慶
本
平
家
物
語
で
も
、
会
話
文
（
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
思
惟
文
）
に
限
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
（
乃
至
は
そ
の
親
本
）
　
の
作
者
が
、
会
話
文
の
用
語
に
配
慮
し
、
当
時
の
口
頭
語
を
取
り
込
ん
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
語
は
、
多
く
平
安
時
代
に
も
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
当
時
の
口
頭
語
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
山
田
孝
雄
博
士
が
延
慶
本
平
家
物
語
の
用
語
に
つ
い
て
、

当
時
の
民
間
に
用
ゐ
ら
れ
し
談
話
語
の
一
斑
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
主
と
し
て
音
便
に
あ
り
。
又
語
句
引
用
の
方
式
中
に
談
話
語
の
面



影
の
伺
は
る
べ
き
も
の
見
え
た
り
。
而
し
て
こ
の
談
話
語
の
多
く
は
義
仲
を
中
心
と
し
て
描
写
せ
ら
れ
た
る
章
に
多
き
は
黄
も
興
味
あ

る
事
実
と
い
ふ
べ
く

と
説
か
れ
、
又
、

本
研
究
中
の
特
異
な
る
語
法
の
大
部
分
は
即
ち
当
時
の
談
話
語
た
り
し
も
の
な
る
べ
き
は
、
上
の
二
三
の
例
と
対
照
し
て
推
察
す
る
こ

と
を
得
べ
し
。

（23）

と
説
か
れ
た
の
が
顧
み
ら
れ
る
。

三
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
中
世
語
法

延
慶
本
平
家
物
語
に
は
、
所
謂
、
中
世
語
法
と
さ
れ
る
用
法
が
、
右
掲
の
諸
語
以
外
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
活
用
語
の
連
体
形
が
、
上

に
係
助
詞
・
疑
問
語
・
格
助
詞
「
ノ
」
「
ガ
」
を
伴
わ
ず
に
終
止
法
に
な
る
（
以
下
、
連
体
形
終
止
と
い
う
）
用
法
、
助
詞
「
へ
」
が
帰
着
点
を

示
す
用
法
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
法
が
、
会
話
文
に
現
れ
る
か
、
地
の
文
に
も
現
れ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
調
べ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（24）

連
体
形
終
止
は
、
和
歌
の
第
五
句
末
に
用
い
ら
れ
て
余
情
を
残
す
、
所
謂
連
体
止
の
二
例
を
除
く
と
、
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
に
九
十

（
わ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺

二
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
共
に
、
地
の
文
に
も
三
十
四
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

会
話
文
に
お
け
る
連
体
形
終
止
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
其
故
ニ
ヤ
今
度
ノ
軍
二
此
馬
二
助
ラ
レ
テ
御
命
モ
延
給

馬
ノ
命
モ
生
タ
リ
オ
ル
」
ト
ソ
人
申
ケ
ル
（
五
本
、
七
二
オ
6
）

「
何
ナ
ル
楽
ヲ
カ
弾
ツ
ル
」
ト
御
尋
有
リ
ケ
ル
ニ
「
想
夫
懸
ヲ
ア
ソ
ハ
シ
サ
ル
」
ト
申
ケ
レ
ハ
（
三
本
、
二
∵
ウ
5
）

木
曽
申
ケ
ル
ハ
「
聞
力
如
ハ
平
家
多
勢
ナ
リ
（
略
）
イ
サ
馬
ノ
足
休
ム
ト
テ
砧
浪
山
ノ
猿
ノ
馬
場
。
下
居
テ
休
ム
ス
ル
　
其
ノ
後
へ
拐
手
ヲ
マ
ワ

シ
テ
谷
へ
向
テ
追
懸
ヨ
」
ト
申
テ
（
三
末
、
二
八
ウ
1
0
）

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
甲
者
ハ
ヨ
ク
ニ
ク
ル
」
ト
ハ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ヲ
申
へ
キ
ナ
リ
（
六
末
、
八
二
オ
2
）

助
動
詞
の
連
体
形
が
多
く
計
七
十
八
例
あ
り
、
動
詞
の
連
体
形
は
十
四
例
で
あ
る
。
助
動
詞
の
内
訳
は
、
「
ケ
ル
」
が
四
十
七
例
、
「
ツ
ル
」

が
七
例
、
「
シ
」
が
六
例
、
打
消
の
「
ヌ
」
が
五
例
、
「
タ
ル
」
が
四
例
、
「
ム
ズ
ル
」
が
三
例
、
「
ラ
ル
ゝ
」
「
ス
ル
（
使
役
）
」
「
ナ
ル
（
伝
聞
）
」

「
ヌ
ル
」
「
ム
ト
ス
ル
」
「
ル
（
完
了
）
」
が
各
一
例
で
あ
る
。
動
詞
は
、
「
落
ッ
ル
・
落
ル
」
「
係
ル
」
「
心
ヲ
カ
ク
ル
」
「
カ
ク
ル
（
駈
）
」
「
カ

ラ
ム
ル
」
「
漕
出
ル
」
「
コ
ウ
ル
」
「
尋
ヌ
ル
」
「
こ
ク
ル
」
「
寄
ス
ル
」
「
ス
ル
（
二
例
）
」
「
修
ス
ル
」
で
あ
る
。

一
方
、
地
の
文
に
お
け
る
連
体
形
終
止
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

佐
々
木
ハ
独
言
ニ
「
穴
イ
カ
メ
シ
ャ
ト
ソ
云
タ
リ
ケ
ル
」
（
略
）
「
ア
ゝ
面
白
」
ト
テ
扇
バ
ラ
く
ト
ツ
カ
ヒ
ハ
ル
〈
ト
ミ
ク
タ
シ
テ

居
タ
リ
外
項
　
畠
山
ハ
先
陣
ヤ
カ
ク
ル
ト
思
テ
（
五
本
、
一
九
ウ
4
）

無
上
蒜
ノ
御
願
ス
テ
こ
成
就
シ
テ
有
徳
ノ
御
身
モ
今
ハ
金
剛
彿
子
ノ
法
皇
ト
ナ
ラ
セ
オ
ワ
シ
マ
シ
列
叫
（
二
本
、
一
二
ウ
8
）

木
曽
宣
ケ
ル
ハ
「
哀
レ
コ
レ
ハ
武
蔵
国
長
井
斎
藤
別
当
実
盛
ニ
コ
ソ
ア
ム
ナ
レ
（
略
）
樋
口
ハ
古
同
僚
ニ
テ
見
知
タ
ル
ラ
ム
見
セ
ヨ
」
ト

テ
樋
口
ノ
次
郎
ヲ
召
テ
ミ
セ
可
呵
可
（
三
末
、
三
七
オ
9
）

や
は
り
助
動
詞
の
連
体
形
が
多
く
、
三
十
四
例
中
、
三
十
三
例
あ
る
。
助
動
詞
の
内
訳
は
、
「
ケ
ル
」
が
二
十
九
例
で
大
多
数
を
占
め
、
「
タ

ル
」
が
二
例
、
「
ヌ
ル
」
「
ラ
ル
ゝ
」
が
各
一
例
で
あ
る
。
動
詞
の
連
体
形
は
、
「
懸
出
ル
」
一
例
（
注
2
6
に
挙
例
）
で
あ
る
。

連
体
形
終
止
は
、
会
話
文
の
方
が
二
倍
以
上
も
あ
り
使
用
数
が
多
い
が
、
地
の
文
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

格
助
詞
「
へ
」
が
、
移
動
の
意
を
表
す
用
言
に
対
し
て
そ
の
方
向
を
示
す
と
い
う
本
来
の
用
法
を
拡
大
し
て
、
格
助
詞
「
に
」
の
用
法
を

侵
し
て
動
作
の
帰
着
点
を
も
示
す
よ
う
に
な
る
の
も
、
中
世
に
そ
の
用
例
を
多
く
見
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
こ
の
用
法
の
存
す
る
こ
と
は
、

（27）

夙
に
山
田
孝
雄
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
り
、
「
後
世
の
如
く
「
こ
」
と
「
へ
」
と
混
同
の
勢
は
既
に
こ
の
本
の
頃
に
十
分
に
成
り
立
ち
て

あ
り
し
も
の
の
如
し
」
と
説
か
れ
た
。
格
助
詞
「
へ
」
が
帰
着
点
を
示
す
用
法
を
、
会
話
文
と
地
の
文
と
に
分
け
て
調
べ
る
と
、
会
話
文
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
と
共
に
、



大
臣
（
略
）
衣
冠
正
シ
キ
人
≧
多
並
居
給
へ
ル
こ
詣
テ
「
抑
此
へ
何
ナ
ル
人
ノ
頸
候
ソ
」
ト
間
給
ケ
レ
ハ
　
（
二
本
、
七
三
オ
8
）

斎
藤
五
申
ケ
ル
は
「
（
略
）
一
谷
落
ニ
ケ
レ
ハ
新
三
位
中
将
殿
左
中
将
殿
二
所
ハ
船
二
乗
テ
讃
岐
地
可
着
給
ニ
ケ
リ
此
備
中
守
殿
ハ
イ
カ
ニ

シ
テ
兄
弟
ノ
御
中
ヲ
離
レ
テ
打
レ
給
ニ
ケ
ル
ヤ
ラ
ム
」
ト
申
候
ツ
レ
ハ
　
（
五
本
、
九
三
ウ
1
0
）

地
の
文
で
も
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

サ
レ
ト
モ
ツ
ナ
カ
ヌ
月
日
ナ
レ
ハ
泣
≧
讃
岐
へ
l
ツ
キ
給
ヌ
（
一
末
、
一
〇
八
オ
6
）

伊
吹
山
ニ
テ
山
神
ノ
気
毒
二
逢
テ
御
悩
重
カ
リ
ケ
レ
ハ
生
虜
ノ
夷
共
ヲ
ハ
伊
勢
大
神
宮
へ
献
リ
給
　
我
彦
ヲ
都
可
献
給
テ
天
皇
二
奏
給
フ
（
六

本
、
五
〇
オ
8
）

（28）

帰
着
点
を
示
す
か
疑
わ
し
い
用
法
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め
る
と
、
会
話
文
で
は
一
七
九
例
、
地
の
文
で
は
四
三
六
例
が
拾
わ
れ
る
。
格

助
詞
「
へ
」
全
体
の
使
用
例
が
、
会
話
文
で
は
五
八
三
例
、
地
の
文
で
は
二
六
二
例
で
あ
る
か
ら
、
帰
着
点
を
示
す
と
見
ら
れ
る
用
例
の

「
へ
」
全
体
に
対
す
る
割
合
は
、
会
話
文
で
は
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
の
文
で
は
三
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
。
共
に
約
三
割
で
あ

る
が
、
地
の
文
の
方
が
や
や
多
め
で
あ
る
。

奈
良
時
代
と
平
安
時
代
に
お
け
る
「
へ
」
助
詞
の
特
性
を
、
「
に
」
助
詞
と
の
比
較
に
お
い
て
「
言
語
主
体
の
現
在
地
点
か
ら
遠
く
離
れ
た

（29）

地
点
を
指
し
て
進
み
ゆ
く
場
合
の
目
標
を
示
す
も
の
」
と
把
え
た
、
青
木
怜
子
氏
は
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に
お
い
て
は
こ
の
用
法
で
あ
り

「
に
」
と
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
特
性
が
次
第
に
失
わ
れ
て
行
く
と
さ
れ
、
源
氏
物
語
に
既
に
「
へ
」
助
詞
八
十
八
例
中
、

四
例
の
例
外
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
四
例
の
う
ち
、
三
例
は
、
落
葉
母
御
息
所
、
小
君
、
夕
霧
の
会
話
文
に
あ
り
、
も
う

一
例
は
地
の
文
で
あ
る
が
別
本
系
に
「
吋
ゆ
く
」
な
ど
の
異
文
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

格
助
詞
「
へ
」
が
「
に
」
の
用
法
を
侵
す
こ
と
は
、
既
に
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
用
法
を
拡
大
し
て
、

鎌
倉
時
代
の
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
、
右
掲
の
如
く
用
い
ら
れ
、
会
話
文
だ
け
で
な
く
、
地
の
文
で
も
同
率
の
割
合
で
現
れ
て
い
る
。

連
体
形
終
止
も
、
既
に
平
安
時
代
の
会
話
文
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
用
法
も
、
延
慶
本
平
家

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
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物
語
で
は
、
右
掲
の
如
く
会
話
文
だ
け
で
な
く
、
地
の
文
で
も
比
率
は
二
分
の
一
以
下
で
は
あ
る
が
現
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
用
法
を
、
前
節
で
取
上
げ
た
「
ム
ズ
」
以
下
「
ナ
ニ
シ
ニ
」
に
至
る
十
二
種
の
語
群
と
比
べ
る
と
、
延
慶
本
平
家
物
語

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
用
法
が
会
話
文
だ
け
で
な
く
地
の
文
に
も
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
前
節
の
十
二
種
の
語
群
は
会
話
文
に
限
ら
れ
、

地
の
文
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
十
二
種
の
語
群
を
A
類
と
し
、
地
の
文
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
用
法
を
B
類
と
す
る
。

A
類
に
属
す
る
語
は
、
十
二
種
以
外
に
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
B
類
に
属
す
る
語
に
も
、
格
動
詞
「
デ
」
な
ど
が
存
す
る
が
、
当
面
、

右
掲
の
諸
語
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

A
類
も
B
類
も
、
そ
の
多
く
が
、
既
に
平
安
時
代
に
用
い
ら
れ
、
特
に
会
話
文
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
の
現
存
文
献
に
使

用
例
の
な
い
語
も
、
口
頭
語
の
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
の
場
が
会
話
文
に
一
脈
通
ず
る
所
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

A
類
の
語
と
B
類
の
語
と
の
質
的
な
差
は
、
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
A
類
の
語
が
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
い
て
は
、
会
話
文
に
限
っ
て
現

れ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
A
類
の
語
は
よ
り
口
頭
語
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
A
類
の
語
が
、
地
の
文
に
対
す
る
会
話
文
に
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
全
体
に
A
類
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献
が
存
す
る
な

ら
ば
、
A
類
の
語
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
そ
の
文
献
は
、
口
頭
語
自
体
に
よ
る
か
、
口
頭
語
を
基
調
と
し
て
綴
ら
れ
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

う
〇

四
、
口
頭
語
史
料
と
し
て
の
鎌
倉
時
代
語
文
献
の
選
定

そ
こ
で
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
中
か
ら
、
地
の
文
に
A
類
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
先
ず
選
び
出
す
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場

合
、
A
類
の
語
が
一
種
だ
け
で
な
く
、
二
種
以
上
が
同
一
文
献
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
文
章
が
百
頭
語
を
基
調
と
し
て

い
る
な
ら
ば
、
二
種
以
上
、
多
種
の
語
が
現
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
選
定
の
手
順
と
し
て
は
、
第
一
に
助
動
詞
「
ム
ズ
」
が
地

の
文
に
使
わ
れ
て
い
る
文
献
を
選
ぶ
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
「
ム
ズ
」
　
の
使
用
量
が
多
く
、
「
ム
ト
ス
」
と
対
立
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で



あ
る
。助
動
詞
「
ム
ズ
」
が
、
地
の
文
に
も
使
わ
れ
て
い
る
文
献
を
例
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

草
案
集
　
建
保
四
年
（
一
二
二
ハ
）
書
写
本

諸
事
表
白
鎌
倉
初
期
写
本

却
療
忘
記
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
長
円
書
写
本

光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
元
元
年
（
二
五
九
）
写
本

仏
光
観
閲
書
鎌
倉
中
期
写
本

梁
塵
秘
抄
巻
第
二
　
（
江
戸
時
代
写
本
に
よ
る
）

山
口
光
円
氏
蔵

日
光
輪
王
寺
蔵

高
山
寺
蔵

高
山
寺
蔵

高
山
寺
蔵

天
理
図
書
館
蔵

こ
れ
ら
の
文
献
に
、
A
類
の
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
以
下
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

○
草
案
集

草
案
集
一
帖
は
、
奥
書
に
「
建
保
四
年
正
月
廿
四
日
酉
時
許
写
了
／
取
筆
明
尊
之
」
と
あ
り
、
成
立
間
も
な
い
頃
の
書
写
で
あ
り
、
「
澄
憲

法
印
言
説
ナ
リ
」
の
注
記
が
あ
る
の
で
天
台
系
の
法
会
に
際
し
て
の
ノ
ー
ト
と
見
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
中
世
語
が
現
れ
て
い
る
が
、
A
類

の
語
と
し
て
は
、
「
ム
ズ
」
「
ウ
」
「
ド
レ
」
「
サ
ル
ニ
チ
ハ
・
サ
ル
デ
ハ
」
が
あ
る
。

〔
ム
ズ
〕
　
　
以
外
ノ
長
事
ニ
テ
ソ
嘩
フ
ハ
ム
）
ス
レ
ト
モ
今
日
許
ハ
中
ロ
候
（
十
八
ウ
）

（

ト

ル

ニ

ア

タ

ヒ

ヲ

）

〔
ウ
〕
　
　
　
取
レ
　
直
サ
ス
カ
ニ
ナ
タ
ゝ
シ
ゝ
　
タ
ゝ
ト
ラ
セ
剖
モ
極
テ
烏
呼
ナ
リ
（
二
十
四
ウ
）

（

ト

リ

）

　

　

－

サ
リ
ト
テ
事
珍
取
ナ
サ
ウ
料
二
指
置
テ
現
文
絶
設
ヨ
モ
山
ノ
徒
事
ヲ
可
二
申
坐
一
様
モ
不
レ
候
（
十
二
オ
）

〔
ド
レ
〕
　
　
　
サ
テ
后
ハ
イ
ツ
ラ
、
サ
テ
ソ
ノ
ツ
ル
ハ
月
叫
ソ
（
二
十
三
オ
）

（
イ
カ
ナ
）

〔
サ
ル
÷
ア
ハ
〕
サ
レ
ト
モ
大
海
ノ
水
更
二
元
レ
増
ル
。
ト
サ
ル
ニ
テ
ハ
乍
レ
受
二
大
流
一
何
　
レ
ハ
不
り
ヤ
増
（
二
十
六
オ
）

〔
サ
ル
デ
ハ
〕
　
若
サ
ル
テ
ハ
若
法
花
経
行
間
浮
提

0
威
神
之
力
。
尤
モ
論
ニ
コ
ソ
覚
候
、
一
巻
ノ
大
旨
加
様
二
テ
。
㍗
候
メ
（
十
六
ウ
）

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
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ト

故
二
言
二
遍
一
切
処
一
也
　
サ
ル
テ
ハ
不
審
シ
　
（
二
十
五
ウ
）

○
諸
事
表
白

レ

キ

　

　

　

　

　

　

　

り

ヨ

　

　

　

コ

ウ

諸
事
表
白
一
帖
は
、
本
文
の
記
事
に
「
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
三
月
二
十
五
日
」
「
建
仁
第
二
之
暦
（
一
二
〇
二
）
中
呂
四
月
之
候
下
旬
廿

ツ
コ
モ
り

八
日
ノ
朝
」
「
建
永
二
年
二
二
〇
七
）
之
天
仲
秋
晦
之
朝
夕
」
の
年
紀
が
あ
る
の
で
鎌
倉
初
期
の
成
立
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
し
て
降
ら
ぬ

時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
台
系
の
法
会
に
お
け
る
表
白
等
を
集
め
て
い
る
。
多
く
の
中
世
語
が
見
ら
れ
る
が
、
A
類
の
語
と
し
て

は
、
「
ム
ズ
　
（
ウ
ズ
）
」
「
ウ
」
「
ド
ノ
」
「
コ
サ
ン
メ
レ
」
が
あ
る
。

レ

ヲ

サ

〆

　

－

　

　

　

　

　

シ

ム

〔
ム
ズ
（
ウ
ス
）
〕
御
宝
物
ト
シ
テ
宝
蔵
二
被
納
ウ
ス
ラ
ウ
ト
万
人
思
フ
程
ニ
（
四
六
丁
ウ
）

〔
ウ
〕
　
　
　
　
師
匠
ノ
具
テ
参
ラ
ウ
ト
ノ
給
ハ
ウ
ニ
モ
ヨ
ル
マ
シ
　
（
五
丁
ウ
）

ミ

モ

ト

〔
ド
ノ
〕
　
　
　
〓
…
ノ
仏
ノ
御
所
テ
モ
有
レ
　
（
二
九
丁
ウ
）

イ
キ
テ
　
イ
　
　
　
ル
コ
ヽ
チ

〔
コ
サ
ン
メ
レ
〕

生
可
レ
有
心
モ
セ
ス
思
ノ
余
り
主
ノ
悲
シ
サ
難
レ
離
レ
コ
サ
ン
メ
レ
　
（
一
〇
二
丁
オ
）

○
却
癌
忘
記

却
療
忘
記
二
帖
は
、
明
恵
上
人
の
日
常
の
教
訓
や
談
話
の
聞
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
弟
子
の
長
円
が
、
上
人
入
滅
後
三
年
を
経
た
文
麿
二
年

（
一
二
三
五
）
に
、
そ
の
言
葉
の
療
忘
を
恐
れ
て
思
出
す
ま
ま
に
忠
実
に
書
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
経
蔵
に
そ
の
日
筆
原
本
が
残
っ
て

い
る
。
明
恵
上
人
の
日
常
の
談
話
語
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
多
種
多
様
な
中
世
語
が
指
摘
さ
れ
る
中
に
、
A
類
の

語
と
し
て
は
、
「
ム
ズ
」
「
バ
シ
」
が
あ
る
。

〔
ム
ズ
〕
寺
興
立
シ
テ
、
寂
恵
坊
マ
シ
リ
、
湯
ア
ヒ
テ
コ
ソ
ア
ラ
刃
刈
ラ
メ
、
是
常
仰
也
（
上
三
丁
オ
）

イ
カ
サ
マ
こ
モ
学
問
モ
ナ
こ
モ
、
ソ
ノ
時
ハ
シ
サ
ゝ
勾
刈
叫
事
也
（
上
一
八
オ
）

〔
バ
シ
〕
諸
方
ノ
信
施
ウ
ケ
ア
ツ
メ
テ
、
カ
マ
へ
テ
ア
サ
イ
ー
州
の
セ
テ
、
精
進
ノ
行
、
パ
ケ
マ
セ
給
へ
シ
（
下
五
ウ
）

二
三
時
ノ
ヲ
コ
ナ
ヒ
l
州
封
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、
サ
テ
ソ
ノ
ヒ
マ
く
こ
シ
ツ
へ
ク
ハ
、
学
問
ハ
ス
へ
キ
也
（
上
五
ウ
）



小
冊
子
中
に
「
バ
シ
」
が
十
三
例
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
ム
ズ
」
も
十
六
例
あ
っ
て
「
ム
ト
ス
」
は
一
例
も
用
い
ら
れ
な
い
。

○
光
言
句
義
釈
聴
集
記

光
言
句
義
釈
聴
集
記
は
、
明
恵
上
人
が
、
自
操
の
「
不
空
清
索
叱
慮
遮
那
大
潅
頂
光
明
真
言
句
義
釈
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
所
を
、
弟
子

（30）

が
筆
録
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
書
の
作
成
者
を
納
富
常
天
氏
は
、
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
と
同
じ
く
、
高
信
と
し
て
い
る
。
高
山

寺
蔵
本
二
巻
は
、
奥
書
に
「
正
元
々
年
五
月
十
日
校
合
了
　
仁
真
之
」
と
あ
り
、
仁
美
が
正
元
々
年
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
聞
書
と
し

て
、
明
恵
上
人
の
日
常
の
談
話
語
が
窺
わ
れ
、
却
癒
忘
記
に
見
ら
れ
た
、
「
ム
ズ
」
「
バ
シ
」
を
始
め
と
し
て
、
「
ナ
」
「
タ
シ
」
「
ド
コ
」
が
A

類
の
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
ム
ズ
〕
三
時
教
ノ
中
ノ
中
道
教
ニ
テ
コ
ソ
ア
ラ
ハ
ア
ラ
勾
勾
ラ
メ
（
上
舶
行
）

サ
テ
コ
ソ
蔓
茶
羅
モ
ツ
ク
ラ
レ
ム
l
対
叫
（
上
3
9
1
行
）

ソ

ラ

　

ヲ

ホ

　

　

　

　

フ

ミ

　

ー

〔
バ
シ
〕
常
ノ
字
間
ト
申
ス
オ
ホ
ヘ
ア
ツ
ム
ル
ヲ
詮
ト
ス
レ
ト
モ
悉
ク
暗
二
覚
へ
ネ
ト
モ
文
ハ
シ
ウ
チ
ヒ
ラ
キ
テ
其
ノ
コ
ト
バ
リ
ニ
ソ
ヒ
テ

ネ

信
ト
云
物
タ
ニ
ア
レ
ハ
根
カ
サ
シ
テ
ヨ
キ
也
（
上
7
0
行
）

此
ノ
心
ノ
性
ハ
脇
足
可
珂
ノ
様
ニ
テ
ア
ル
ニ
非
ス
　
（
下
1
6
7
行
）

〔
ナ
〕
　
但
シ
須
弥
山
ノ
頗
胆
迦
ハ
ヨ
モ
赤
虫
ノ
所
出
こ
ハ
ア
ラ
シ
刃
が
‡
　
（
下
期
行
）

カ
ン
ト
H
ソ

〔
タ
シ
〕
校
抄
ト
云
モ
オ
0
キ
0
。
ク
∞
カ
ノ
ア
タ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
ソ
コ
く
ト
不
レ
知
ハ
天
竺
へ
イ
キ
列
外
ト
モ
エ
知
ル
マ
シ
（
上
甜
行
）

〔
ド
コ
〕
唯
識
論
ニ
ノ
セ
ス
ト
テ
云
ハ
ム
ハ
引
月
刊
ト
．
モ
．
ナ
：
キ
事
也
（
上
4
1
7
行
）

尚
、
同
じ
高
信
が
聞
書
を
作
成
し
た
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
に
も
、
金
沢
文
庫
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
に
よ
る
と
、
「
ム
ズ
」
「
バ
シ
」
「
タ
シ
」

「
ド
コ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
仏
光
観
聞
書

仏
光
観
聞
書
は
、
明
恵
上
人
が
、
自
撰
の
「
仏
光
観
略
次
第
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
所
を
、
弟
子
が
筆
録
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
聞

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

書
の
作
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
聴
講
の
弟
子
の
中
に
は
義
林
房
喜
海
が
い
た
ら
し
い
。
高
山
寺
蔵
（
第
四
部
一
八
八
函
四
九
号
）
鎌
倉
中
期
書

写
の
一
帖
に
は
、
小
冊
子
な
が
ら
多
く
の
中
世
語
が
見
ら
れ
る
が
、
A
類
の
語
と
し
て
、
「
ム
ズ
（
ウ
ズ
）
」
「
タ
」
「
ウ
」
が
あ
る
。

〔
ム
ズ
（
ウ
ズ
）
〕
我
等
力
様
ナ
ル
物
ハ
此
法
ヲ
聞
力
引
刈
羽
タ
ニ
モ
イ
カ
メ
シ
キ
事
ニ
チ
ロ
ス
ル
こ
　
（
四
丁
オ
）

〔
タ
〕
　
　
　
観
智
ノ
成
不
成
ヲ
忘
列
ソ
ト
被
仰
タ
ル
御
言
也
、
是
ハ
上
人
ノ
御
ヒ
ケ
ノ
御
言
也
（
三
丁
ウ
）

是
モ
様
≧
ノ
タ
カ
ラ
ノ
花
ヲ
以
テ
理
堵
ニ
シ
列
ソ
ト
云
タ
ル
心
也
（
八
丁
オ
）

宝

〔
ウ
〕
　
　
　
サ
テ
ナ
こ
ト
云
ハ
引
ソ
ナ
程
ニ
サ
テ
自
浄
小
色
ト
有
也
（
九
丁
ウ
）

殊
何
事
心
モ
ヲ
コ
ラ
剖
ソ
（
一
五
丁
ウ
）

○
梁
塵
秘
抄
巻
二

梁
塵
秘
抄
巻
二
は
、
天
下
の
孤
本
と
し
て
江
戸
時
代
の
転
写
本
し
か
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
用
語
が
後
白
河
天
皇
撰
述
当
時
の
も
の
を

忠
実
に
伝
え
て
い
る
か
否
か
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
A
類
の
語
と
し
て
は
、
「
む
ず
」
「
そ
」
「
た
し
」
「
う
」
「
ど
こ
」
「
な
に
L
に
」
が

見
ら
れ
、
当
時
の
口
頭
語
を
反
映
す
る
と
し
て
も
矛
盾
し
な
い
の
で
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

〔
む
ず
〕
　
ま
つ
な
ど
の
こ
ま
よ
り
、
も
ら
ん
月
を
は
や
い
か
ゝ
せ
山
男
引
（
郁
）

み
な
れ
そ
な
れ
て
わ
か
れ
な
ば
、
こ
ひ
し
か
ら
対
す
l
ら
む
も
の
を
や
む
つ
れ
な
ら
ひ
て
（
媚
）

〔そ〕
〔
た
し
〕

〔う〕
〔
ど
こ
〕

け
過
は
き
た
り
と
ん
、
き
た
り
と
ん
、
め
に
み
せ
そ
（
…
空

き
む
の
こ
と
の
ね
き
～
柑
引
は
、
き
た
の
を
か
の
う
ゑ
に
ま
つ
を
う
へ
よ
（
3
7
9
）

け
い
そ
く
さ
ん
よ
り
し
そ
ん
の
、
い
で
た
ま
は
引
よ
に
ま
い
り
あ
は
む
（
堕

は
と
け
は
d
d
よ
り
か
い
で
た
ま
ふ
、
ち
う
天
ち
く
よ
り
ぞ
い
で
た
ま
ふ
（
2
7
）

ひ
じ
り
の
住
所
は
均
引
く
ぞ
（
餅
）

〔
な
に
L
に
〕
　
　
清
太
が
つ
く
り
し
か
り
か
ま
を
、
な
に
L
に
と
ぎ
け
む
や
き
け
ん
つ
く
り
け
む
（
珊
）



右
掲
の
文
献
に
お
い
て
は
、
A
類
の
語
の
他
に
、
B
類
の
用
法
を
も
含
む
の
が
普
通
で
あ
る
。

草
案
集
に
は
、
「
シ
」
連
体
形
終
止
、
「
へ
」
の
帰
着
点
を
示
す
用
法
、
「
サ
ル
デ
ハ
」
の
「
デ
」
が
あ
る
。
諸
事
表
白
に
は
、
「
ケ
ル
」
等

の
連
体
形
終
止
、
「
デ
」
が
あ
る
。
却
療
忘
記
に
は
、
用
言
の
連
体
形
終
止
、
「
へ
」
の
帰
着
点
を
示
す
用
法
が
あ
り
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記

に
も
、
用
言
の
連
体
形
終
止
、
「
へ
」
の
帰
着
点
を
示
す
用
法
が
あ
る
。
仏
光
観
聞
書
に
は
、
「
ケ
ル
」
の
連
体
形
終
止
、
「
へ
」
の
帰
着
点
を

示
す
用
法
が
あ
る
。
梁
塵
秘
抄
に
「
し
」
連
体
形
終
止
（
望
、
「
へ
」
　
の
帰
着
点
を
示
す
用
法
（
棚
4
7
2
）
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
文
献
に
、
B
類
の
用
法
は
無
論
、
A
類
の
語
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
文
章
全
体
が
口
頭
語
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

院
政
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
は
、
こ
の
よ
う
に
A
類
の
語
や
B
類
の
用
法
が
文
章
全
体
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
他
、
A
類
の
語
が
会
話
文
又

（31）

は
思
惟
文
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
類
が
あ
る
。
こ
の
類
に
は
、
古
本
説
話
集
の
よ
う
に
、
「
む
ず
」
「
さ
る
に
て
も
」

「
な
に
L
に
」
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
、
明
恵
上
人
夢
記
の
よ
う
に
、
「
む
と
す
」
が
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
む

ず
」
は
思
惟
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
、
と
い
う
文
献
も
あ
る
。
又
、
B
類
の
用
法
し
か
見
ら
れ
な
い
文
献
も
あ
り
、
更
に
は
A
類
の
語
も
B

類
の
用
法
も
全
く
用
い
ら
れ
な
い
文
献
も
あ
る
。

鎌
倉
時
代
語
の
口
頭
語
の
研
究
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
、
A
類
の
語
、
B
類
の
用
法
が
現
れ
て
い
る
か
否
か
を
手
懸
り
と
し
て
、

分
類
し
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
A
類
の
語
が
文
章
全
体
の
基
調
に
あ
る
文
献
を
、
第
一
次
の
研
究
資
料
と
し
て
取
上
げ
、
そ

の
言
語
を
記
述
す
る
こ
と
が
、
口
語
史
の
叙
述
の
た
め
に
は
有
効
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
の
口
語
史
に
お
い
て
は
、
所
謂
中
世
語
と
は
、
院
政
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
、
新
た
に
忽
然
と
生
じ
た
語
形
や
用
法
で
は
な
く
、
既
に
平

安
時
代
か
ら
、
口
頭
語
と
し
て
脈
々
と
生
き
続
け
て
来
た
も
の
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
地
の
文
に
対
立
す
る
会
話
文
に
現
れ
る
文
献
だ
け
で

な
く
、
文
章
全
体
に
現
れ
、
そ
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
文
献
も
生
じ
て
く
る
と
し
て
、
把
え
直
す
必
要
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



注
（1）

（2）
（3）
（4）

56789

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

根
来
司
『
中
世
文
語
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
刊
。
昭
和
五
十
一
年
二
月
）
。
山
口
明
穂
『
錆
摘
貸
語
の
研
究
〓
明
治
書
院
刊
。
昭
和
五
十
一
年

八
月
）
。

拙
著
前
飯
糎
晋
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
刊
。
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。

国
語
調
査
委
員
会
編
（
大
槻
文
彦
担
当
）
　
『
口
語
法
別
記
』
　
（
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
刊
。
大
正
六
年
四
月
）
。

吉
田
金
彦
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」
「
む
と
す
」
の
用
法
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
科
第
十
九
韓
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
）
。
同

「
中
古
・
近
古
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
・
「
む
と
す
」
　
の
用
法
」
　
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
。

佐
藤
喜
代
治
「
文
章
研
究
の
意
義
と
方
法
」
　
（
国
語
学
第
二
十
五
韓
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
）
。

拙
稿
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
課
題
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
韓
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
。

山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
の
語
法
』
第
十
七
章
、
二
〇
三
一
貢
。

注
（
5
）
文
献
参
照
。

「
ム
ズ
」
が
会
話
文
又
は
思
惟
文
に
限
ら
れ
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
ム
ト
ス
」
は
地
の
文
の
ほ
か
、
会
話
文
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
一
九
例
（
ム
ト
セ
・
ム
ト
シ
を
加
え
て
も
二
五
例
）
　
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
会
話
で
も
や
や
改
ま
っ
た
場
面
の
口
調
に
現
れ
る
こ

と
が
多
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

入
道
ノ
ロ
ノ
＼
シ
ク
オ
ト
ロ
ノ
＼
シ
ク
思
ナ
カ
ラ
答
へ
給
ケ
ル
ハ
　
「
汝
等
官
位
ト
云
俸
禄
ト
云
随
分
入
道
力
口
入
ニ
テ
人
ト
ナ
リ
シ
者
共
二
非

ヽ
、
、

乎
無
故
衰
ヲ
奉
勧
ツ
入
道
力
一
門
ヲ
失
ハ
引
州
l
叫
科
諸
天
善
神
之
擁
護
ヲ
背
ク
こ
非
平
　
日
科
ヲ
不
顧
入
道
ヲ
清
見
ン
事
ス
へ
テ
道
理
二
非

ニ
ラ
マ

ス
速
カ
ニ
罷
出
ヨ
」
ト
テ
ハ
タ
ト
睨
ヘ
テ
ヲ
ハ
シ
ケ
レ
ハ
霜
雪
ナ
ト
ノ
様
二
消
失
ニ
ケ
リ
　
（
二
中
、
二
七
オ
5
）

（
1
0
）
　
注
（
7
）
文
献
一
七
一
五
頁
－
一
七
一
八
貢
。

（
1
1
）
　
山
田
孝
雄
博
士
は
『
平
家
物
語
の
語
法
』
　
に
お
い
て
、
二
例
を
掲
げ
て
い
る
　
（
一
六
八
五
頁
）
　
が
、
第
一
例
の
、

是
モ
不
叶
南
ノ
山
キ
ワ
エ
追
落
サ
ル
ス
キ
マ
列
】
l
列
剖
ト
テ
五
陳
ノ
大
勢
二
寄
合
タ
リ
（
四
、
四
十
五
、
ウ
）

は
、
「
ス
キ
刃
ア
ラ
セ
刈
」
（
四
、
四
六
ウ
3
）
の
誤
読
で
あ
る
。
従
っ
て
、
禁
止
の
「
ソ
」
の
例
に
入
ら
な
い
。

（
1
2
）
　
三
十
七
例
の
う
ち
、
「
タ
カ
ラ
」
と
「
タ
カ
リ
」
の
計
七
例
が
含
ま
れ
る
。
「
タ
カ
ラ
」
は
助
動
詞
「
ズ
」
「
ム
」
を
承
接
し
、
「
タ
カ
リ
」
は
助
動

詞
「
ツ
」
を
承
接
し
た
用
法
で
あ
る
か
ら
、
「
タ
シ
」
の
補
助
活
用
と
見
た
。



タ
カ
ラ
ヌ
（
五
本
、
一
〇
ウ
7
）
　
タ
カ
ラ
ズ
（
六
本
、
六
オ
9
）
　
タ
カ
ラ
ン
（
六
本
、
六
オ
8
）
　
タ
カ
リ
ツ
ル
こ
　
（
六
末
、
二
五
オ
3
）

タ
カ
リ
ッ
レ
ド
モ
　
（
一
末
、
七
〇
ウ
7
　
三
本
、
一
九
ウ
9
　
五
末
、
二
七
オ
8
）

こ
れ
ら
は
総
て
会
話
文
か
思
惟
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
「
タ
ガ
ル
」
が
一
例
あ
る
が
、

世
ニ
ハ
追
従
シ
外
力
l
両
者
有
テ
「
其
馬
ハ
昨
日
モ
河
原
ニ
テ
水
ケ
サ
セ
テ
候
ツ
ル
物
ヲ
今
日
モ
庭
乗
シ
ツ
ル
モ
ノ
ヲ
」
ナ
ト
申
ケ
レ
ハ
≡
中
、

九
三
ウ
4
）

の
よ
う
に
体
言
を
修
飾
す
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
「
タ
シ
」
で
は
「
タ
キ
」
が
用
い
ら
れ
て
、
「
生
取
ノ
中
二
尋
聞
列
判
事
モ
コ
ソ
ア
レ
ト

テ
」
　
（
五
本
、
五
〇
ウ
1
）
　
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
「
タ
カ
ル
」
　
は
地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
接
尾
語
「
ガ
ル
」
　
の
附
い
た
「
タ
ガ
ル
」
と

見
て
、
「
タ
シ
」
　
の
数
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

又
、
「
ネ
ブ
タ
キ
」
　
（
五
本
、
四
七
ウ
4
）
　
は
、
除
い
て
あ
る
。

（
1
3
）
　
終
止
形
と
連
体
形
の
用
法
は
五
例
と
も
会
話
文
の
中
で
あ
る
が
、
連
用
形
の
次
の
一
例
が
地
の
文
に
あ
る
。

「
…
位
ヲ
去
り
家
ヲ
出
テ
山
林
流
浪
ノ
行
者
ト
モ
成
候
ハ
ヤ
」
ト
申
サ
セ
オ
ワ
シ
マ
シ
列
ケ
レ
ハ
御
返
事
ニ
ハ
　
（
二
本
、
一
〇
四
オ
1
）

連
用
形
「
タ
リ
」
が
「
ケ
リ
」
に
続
き
、
「
リ
」
が
促
音
便
に
な
り
、
促
音
が
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
例
と
見
ら
れ
る
。
「
タ
リ
」
が
「
ケ
リ
」
に
続
く

場
合
に
は
、
他
は
総
て
、
「
御
譲
ヲ
受
サ
セ
オ
ワ
シ
マ
シ
列
男
ケ
ル
御
子
ノ
六
条
ノ
院
モ
」
（
二
本
、
一
〇
三
ウ
4
）
の
よ
う
に
「
タ
リ
ケ
リ
」
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
「
タ
ケ
レ
」
　
の
一
例
は
「
リ
」
　
の
誤
脱
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「
タ
ケ
レ
」
が
促
音
便
の
無
表
記
で
あ
っ
た
場
合
、
終
止
形
・

0

連
体
形
の
「
タ
」
も
「
タ
リ
」
「
タ
ル
」
の
音
便
の
無
表
記
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
が
、
現
代
語
の
「
タ
」
と
同
じ
用
法
の
終
止
形
と
連
体
形
の
用

法
が
会
話
文
に
現
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

（
1
4
）
　
注
（
7
）
文
献
一
二
二
ハ
頁
。

（
1
5
）
　
注
（
7
）
文
献
一
七
四
八
・
一
七
五
四
貢
。

（
1
6
）
　
注
（
6
）
　
文
献
参
照
。

（
1
7
）
　
福
島
邦
道
「
禁
止
の
「
そ
」
　
に
つ
い
て
」
　
（
未
定
稿
第
五
号
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
）
。

（
1
8
）
　
拙
稿
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
。

（
1
9
）
　
注
　
（
4
）
　
文
献
。

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て



0212223242

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

注
　
（
5
）
　
文
献
。

拙
著
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
』
研
究
篇
七
七
四
貢
。

拙
稿
「
法
華
百
座
間
書
抄
の
こ
と
ど
も
－
付
「
サ
ル
デ
ハ
私
語
」
考
－
」
　
（
汲
古
第
一
二
号
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
）
。

注
（
7
）
文
献
、
「
概
括
」
　
二
〇
三
一
頁
。

和
歌
の
第
五
句
末
に
あ
る
の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

六
八

同
シ
江
ニ
ム
レ
ヰ
ル
見
ノ
哀
こ
モ
返
ル
波
路
ヲ
飛
ヲ
ク
レ
ヌ
ル
　
（
一
束
、
一
〇
一
オ
5
）

猫
リ
ヌ
ル
ヤ
モ
メ
カ
ラ
ス
ハ
ア
ナ
ニ
ク
ヤ
マ
タ
夜
フ
カ
キ
ニ
メ
ヲ
サ
マ
シ
ツ
ル
　
（
二
末
、
八
オ
6
）

（
2
5
）
　
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
　
の
用
例
数
の
中
に
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
「
ト
ゾ
間
へ
シ
」
「
ト
カ
ヤ
」
な
ど
「
ト
」
を
受
け
る
場
合
も
含
め
て
い
る
。

文
ア
リ
「
丸
ハ
ハ
ヤ
儲
ヲ
ハ
恩
ニ
テ
報
セ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
ト
仰
ア
リ
可
叫
」
ト
ソ
間
へ
シ
（
一
末
、
五
一
オ
6
）

為
義
申
ケ
ル
ハ
「
サ
候
ハ
ゝ
清
盛
力
許
へ
入
七
給
へ
」
ト
申
ケ
レ
ハ
「
ソ
レ
へ
御
幸
ナ
リ
外
項
ト
ミ
タ
リ
外
叫
」
ト
カ
ヤ
（
二
本
、
八
八
オ
2
）

又
、
「
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
」
に
呼
応
し
た
「
ン
ズ
ル
」
　
の
一
例
（
三
末
、
二
八
ウ
1
0
）
　
も
、
連
体
形
終
止
に
扱
っ
た
。

（
…
空
　
連
体
形
終
止
か
連
体
修
飾
か
確
定
し
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
下
に
「
是
」
「
其
」
の
指
示
語
を
受
け
る
場
合
は
、
連
体
形
終
止
と
し
て
扱
っ
た
。

次
掲
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。

7282920313

名
乗
ケ
ル
ハ
「
当
国
ノ
人
ゝ
　
（
略
）
笠
原
頼
真
吉
敵
ソ
討
取
テ
木
曽
殿
ノ
見
参
二
人
ヤ
殿
原
」
ト
旬
テ
懸
出
ル
。
是
ヲ
聞
テ
高
山
人
ゝ
三
百
余

騎
懸
出
　
（
三
本
、
八
一
ウ
1
0
）

こ
の
種
の
も
の
は
、
会
話
文
の
用
例
中
に
も
あ
る
。

注
（
7
）
文
献
、
一
五
四
八
貢
。

各
巻
頭
に
あ
る
目
録
中
の
用
例
は
除
く
。

青
木
怜
子
「
「
へ
」
と
「
に
」
の
消
長
」
　
（
国
語
学
第
二
四
韓
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
）
。

納
言
常
天
「
解
脱
門
義
聴
集
記
解
題
」
　
（
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
第
四
号
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。

「
む
ず
」
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
原
則
が
あ
る
が
、
巻
下
九
二
丁
以
降
の
「
む
ず
」
の
三
例
（
九
二
ウ
、
九
八
オ
、
一
〇
二
ウ
）
は
地
の
文
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。



［
附
記
］
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
・
思
惟
文
中
の
用
例
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
を
筆
者
が
行
い
、
第
二
次
を
左
の
諸
氏
の
分
担
調
査
に
仰
い
だ
。

ム
ズ
・
ム
ト
ス
、
バ
シ
、
ナ
（
山
本
真
吾
氏
）
　
ソ
、
タ
、
ウ
、
ナ
ム
ジ
、
ド
コ
（
沼
本
克
明
氏
）
　
コ
サ
ン
ナ
レ
・
コ
サ
ン
メ
レ
、
サ
ル
ニ
チ

モ
、
ナ
ニ
シ
ニ
（
佐
々
木
勇
氏
）
　
連
体
形
終
止
、
タ
シ
・
タ
ガ
リ
（
佐
々
木
峻
氏
・
菅
原
範
夫
氏
）
　
へ
（
山
本
秀
人
氏
）

記
し
て
並
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て




